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会　計　区　分 Ｈ23 当初予算額

　一　般　会　計 269億8,000万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 (事業勘定 ) 56億5,300万円

国民健康保険特別会計 (直診勘定 ) 8,060万円

後期高齢者医療事業特別会計 4億3,650万円

農林業集落排水事業特別会計 5億6,600万円

下水道事業特別会計 23億4,600万円

熱供給事業特別会計 630万円

土地取得特別会計 2,607万円

介護保険事業特別会計 40億8,400万円

訪問看護ステーション事業特別会計 7,600万円

事
業
会
計

水道事業会計 14億1,602万円

病院事業会計 91億7,058万円

介護老人保健施設事業会計 3億4,897万円

平成23年度　会計別予算額

■自主財源
　市が自主的に収入する
ことができるお金のこ
と。
　自主財源が多いと市の
自由度が高まります。

■依存財源
　国や県からの補助金な
ど、市が自主的に収入す
ることができないお金の
こと。
　依存財源が多いと国や
県に頼る部分が多いとい
うことなので、市の自由
度が低くなります。

平成23年度 予 算

　平成23年度当初予算が３月議会で可決されました。
　一般会計総額は２６９億８千万円で、前年度と比較すると、
　14億４千万円、５．６％の増となっています。　

？

市税
56億6,607万円

地方交付税
105億円

国庫支出金
25億6,242万円

県支出金
15億8,434万円

市債
20億4,400万円

その他
11億8,141万円

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入、寄附金
繰入金、繰越金、諸収入

34億4,175万円

（21.0％）

（12.8％）

（38.9％）

（9.5％）

（5.9％）

（7.6％）

（4.4％）グラフを見る
　ポイント！

h 財政課　f（25）8111

※おことわり
　金額は１万円未満を切り捨てしているため、合計金額が一致しない場合があります。

　

歳
入
は
、
景
気
の
回
復
基
調
か

ら
市
税
が
前
年
度
と
比
較
し
て

１
億
３
、０
５
２
万
円
の
増
額
と

な
る
ほ
か
、
地
方
交
付
税
も
前
年

度
よ
り
７
億
円
増
の
１
０
５
億
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
病
院

建
設
準
備
基
金
15
億
円
の
取
り
崩

し
に
よ
り
繰
入
金
が
大
幅
な
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
に
つ
い
て
は
、
市
債
残
高

を
減
ら
す
観
点
か
ら
、
交
付
税
措

置
の
有
利
な
も
の
に
限
り
借
り
入

れ
す
る
方
針
で
予
算
編
成
を
し
て

い
ま
す
。
高
島
総
合
病
院
の
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
借
り
入
れ
額
の

７
割
が
補
て
ん
さ
れ
る
合
併
特

例
債
７
億
３
、２
９
０
万
円
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
市
債
全
体
と

し
て
は
昨
年
度
に
比
べ
７
億
８
、 

３
８
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。

予算平成23年度

一般会計　269億8,000万円
特別会計　132億7,447万円
事業会計　109億3,557万円

予算総額　511億9,004万円

一
般
会
計  

歳
入

市
税
、
地
方
交
付
税
が
増

病
院
建
設
の
た
め
基
金
取
り
崩
し

６
つ
の
柱

　
「
び
わ
湖
源
流
の
郷
」
で
あ
る
高
島
市
で
、

環
境
保
全
と
地
域
産
業
を
好
循
環
さ
せ
る

た
め
の
具
体
的
な
戦
略
を
策
定
し
ま
す
。

　

農
産
物
認
証
制
度
に
よ
り
高
島
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
と
販
路
の
拡
大
を
推
進
す
る
な

ど
、
市
内
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
創
る
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」

制
度
に
よ
る
自
治
会
等
活
動
の
支
援
を
行

う
ほ
か
、
協
働
事
業
提
案
制
度
に
よ
り
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
市
民
満
足
度
を
高
め
ま
す
。

　
「
紙
ご
み
減
量
」
を
テ
ー
マ
に
、
ご
み
処

理
経
費
と
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
を
図
る
た

め
、「
高
島
市
ご
み
減
量
大
作
戦
〜
紙
ご
み

減
量
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
を
展
開
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
は
「
住
み
た
い
ま
ち

び
わ
湖
源
流
の
郷　

た
か
し
ま
」
の
実
現
に
向

け
、
次
の
６
点
を
柱
と
し
て
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

　

安
心
・
安
全
な
市
民
生
活
の
た
め
、
公

立
高
島
総
合
病
院
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
妊
婦
健
診
や
子
宮
頚
が
ん
等
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
全
額
公
費
負
担
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
を
は
じ

め
、
各
学
校
や
園
が
策
定
し
た
ス
ク
ー
ル

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
き
、
マ
イ
ス
ク
ー

ル
事
業
を
引
き
続
き
全
小
中
学
校
で
実
施

し
ま
す
。

「
び
わ
湖
源
流
の
郷
た
か
し
ま

戦
略
計
画
」
の
策
定

１

ご
み
減
量
社
会
の
創
生

４

２
活
力
あ
る
地
域
産
業
の
創
生

３
い
き
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
生

６
教
育
環
境
の
創
生

５
健
や
か
な
市
民
生
活
の
創
生

【一般会計、特別会計、事業会計？】

　一般会計は、市の基本的な経費についての
会計で、市財政運営の基本となるものです。
　また、特別会計と事業会計は、特定の事業
を行う場合に、特定の収入を特定の歳出にあ
てるため、一般会計と区別する必要があると
きに、法律や条例に基づいて設けられます。
高島市では、９つの特別会計と３つの事業会
計があります。
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目的別の内訳
■人件費
　職員など人に関する経費
■扶助費
　医療や福祉に関する経費
■公債費
　借入金の返済に関する経費
■物件費
　光熱水費や消耗品に関する
　経費
■維持補修費
　道路、公共施設などの管理
　に関する経費
■補助費等
　団体への補助金に関する経費
■投資的経費
　施設や道路の整備に関する
　経費
■その他の経費
　繰出金や貸付金など

用語説明

人件費
52億8,463万円

（19.6％）

扶助費
34億1,541万円

（12.7％）

公債費
37億0,545万円

（13.7％）

物件費
36億9,773万円

（13.7％）

補助費等
53億1,304万円

（19.7％）

投資的経費
23億1,733万円

（8.6％）

その他
31億5,220万円

（11.7％）

維持補修費
9,418万円
（0.3％）

議会費
2億1,987万円

（0.8％）

総務費
29億7,149万円
（11.0％）

民生費
66億1,372万円

（24.5％）

衛生費
50億7,929万円

（18.8％）

土木費
26億4,443万円

（9.8％）

消防費
13億7,430万円（5.1％）

労働費
1,583万円（0.1％）

農林水産業費
12億6,194万円

（4.7％）

商工費
6億7,418万円

（2.5％）

教育費
23億3,977万円

（8.7％）

災害復旧費
234万円（0.0％）

公債費
37億545万円

（13.7％）

諸支出費
2,734万円（0.1％）

予備費
5,000万円（0.2％）

びわ湖源流の郷たかしま戦略策定事業
720万円

　

な
た
ね
、
雑
穀
、
キ
ャ
ベ
ツ
、

赤
カ
ブ
、
ま
く
わ
な
ど
指
定
特
産

物
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た〞

び
わ
湖
源
流
の
郷
た
か

し
ま
〞
の
農
産
物
を
安
心
・
安
全

な
特
産
品
と
し
て
認
証
す
る
制
度

を
は
じ
め
ま
す
。
認
証
品
を
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
島
産

農
産
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
生
産

拡
大
や
販
売
促
進
等
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

地域特産品振興事業

1,891万円

　

市
内
産
木
材
の
需
要

拡
大
を
図
る
た
め
、
生

産
者
か
ら
施
工
者
を
つ

な
ぐ
流
通
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
と
と
も
に
、
地

域
材
活
用
の
普
及
・
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

高島地域材流通促進事業

1,353万円

　
「
設
備
投
資
奨
励
金
」

「
雇
用
増
進
奨
励
金
」

「
労
働
環
境
改
善
助
成

金
」
を
、
２
年
間
延
長

し
ま
す
。

　

市
内
企
業
の
新
規
設

備
投
資
や
市
内
従
業
員

の
増
員
、
労
働
環
境
の

整
備
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
地
域
産
業
の
振
興

と
地
元
雇
用
の
促
進
を

図
り
ま
す
。

企業活動支援事業

6,070万円

　

そ
れ
ぞ
れ
の
区
・
自
治
会

独
自
の
課
題
解
決
や
取
り
組

み
に
柔
軟
に
対
応
し
そ
の
活

動
が
活
性
化
す
る
よ
う
「
み

ん
な
で
創
る
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
」
を
創
設
し
ま
す
。
高

齢
化
率
が
高
い
な
ど
の
地
域

格
差
を
是
正
し
な
が
ら
総
合

的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

みんなで創るまちづくり事業

1億3,515万円

　

地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を

解
決
に
導
き
、
よ
り
よ
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
持

つ
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
行

政
の
持
つ
信
頼
感
や
財
源
な

ど
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

る
協
働
事
業
提
案
制
度
を
実

施
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
健
康
づ
く
り
に

関
し
て
、
保
健
師
な
ど
の
専

門
的
な
知
識
を
持
つ
行
政
と

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
等
が
所
属
さ
れ
て
い
る

団
体
が
協
力
し
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
等
を

開
催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

市民協働提案事業

1,000万円

活力ある
地域産業の創生

いきいきコミュニティの創生

「びわ湖源流の郷たかしま戦略計画」の策定 主
な
事
業
を

　

ご
紹
介
し
ま
す

　

歳
出
は
、
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
の
義
務
的
経
費
が
前
年

度
よ
り
１
億
３
、０
０
８
万
円
、 

１
．１
％

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人

件
費
、公
債
費
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

子
ど
も
手
当
の
支
給
や
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
扶
助
費

が
増
加
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　

一
般
行
政
経
費
は
、
物
件
費
削
減
で
、

８
、２
５
２
万
円
を
減
額
で
き
た
も
の
の

高
島
総
合
病
院
の
建
設
事
業
に
伴
う
病
院

事
業
会
計
へ
の
負
担
金
の
大
幅
な
増
加
に

よ
り
19
億
４
、４
６
９
万
円
、
27
．２
％
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、
平
成
22
年
度
中
に
国

の
経
済
対
策
事
業
を
活
用
し
、
学
校
施
設

の
耐
震
化
な
ど
懸
案
事
項
を
前
倒
し
し
て

実
施
し
た
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算
で
は
前

年
度
と
比
較
し
て
５
億
１
、６
２
３
万
円
、

18
．２
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計  

歳
出

子
ど
も
手
当
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
増
加

病
院
建
設
が
本
格
化

　

県
下
最
大
の
琵
琶
湖

の
面
積
を
持
ち
、里
山
、

里
住ず

み

か
ら
里
湖う

み

へ
と
つ

な
が
る
「
び
わ
湖
源
流

の
郷
」
を
貴
重
な
資
源

と
し
て
活
か
し
、
水
源

地
域
に
根
ざ
し
た
地
域

産
業
を
活
性
化
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

　

環
境
を
良
く
す
る
こ

と
が
地
域
産
業
を
発
展

さ
せ
、
地
域
産
業
が
活

性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
環
境
も
良
く
な
っ
て

い
く
よ
う
な
環
境
保
全

と
地
域
産
業
の
好
循
環

に
向
け
て
戦
略
を
策
定

し
ま
す
。

グラフを見る
　ポイント！

　人件費、扶助費、
公債費は、義務的経
費といい、その支出
が法律などで義務づ
けられていて、自由
に減らすことができ
ません。
　義務的経費の比率
によって、財政の自
由度が左右されま
す。
　高島市の場合、義
務的経費の割合が約
半分となっていま
す。

病院建設が本
格化したこと
により、衛生
費が大きく増
えました。

平成23年度 予 算



ごみ減量大作戦事業

　

不
妊
治
療
に
か
か
る

経
済
的
負
担
と
精
神
的

負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
市
が
独
自
に
不
妊

治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

特定不妊治療費助成事業

200万円

　

本
年
度
か
ら
本
格
的

に
始
ま
る
子
宮
頚
が

ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
を
全
額

公
費
負
担
で
行
い
ま

す
。

予防接種事業

1億4,169万円

　

地
域
の
中
核
病
院
、
24

時
間
緊
急
医
療
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
ま
た
琵
琶
湖

西
岸
断
層
に
よ
る
地
震
災

害
対
策
に
つ
い
て
の
拠
点

病
院
と
し
て
平
成
24
年
５

月
開
院
予
定
で
整
備
し
ま

す
。

高島総合病院整備事業
46億7,042万円

　

小
中
一
貫
教
育
の
取
り

組
み
を
市
内
全
域
に
広
げ

る
た
め
、
小
中
一
貫
教
育

を
推
進
す
る
た
め
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置

し
、
小
中
学
校
間
の
連
絡

調
整
、
中
学
校
区
連
絡
協

議
会
の
開
催
準
備
な
ど
に

あ
た
り
ま
す
。

小中一貫教育推進事業
688万円

　

市
内
の
各
小
中
学
校

が
主
体
的
に
取
り
組
む

自
然
体
験
活
動
や
文
化

芸
術
活
動
を
教
育
活
動

に
位
置
づ
け
、
特
色
あ

る
学
校
の
顔
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。 

マイスクール事業

938万円

　

地
域
の
集
会
所
や
公

民
館
な
ど
の
宿
泊
で
き

る
施
設
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
共
同
生
活
を
し

な
が
ら
学
校
に
通
う
取

り
組
み
で
す
。　

　

食
事
や
身
支
度
な
ど

を
自
分
の
力
で
や
り
遂

げ
た
り
、
異
年
齢
の
つ

な
が
り
の
中
で
活
動
す

る
も
の
で
、
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
を
育
て
ま

す
。

地域で育む高島こどもの宿
事業

100万円

健やかな市民生活の創生教育環境の創生

ゴミ減量社会
の創生

　

本
年
度
か
ら
３
年
間

「
紙
ご
み
減
量
」を
テ
ー

マ
に
、
経
費
の
削
減
と

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

を
す
る
た
め
市
民
や
事

業
所
、
行
政
が
協
力
し

な
が
ら
、
紙
ご
み
の
排

出
量
１
日
あ
た
り
30
ト

ン
以
下
を
目
標
に
「
高

島
市
ご
み
減
量
大
作
戦

〜
紙
ご
み
減
量
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
〜
」
を
展
開

し
ま
す
。 

985万円

し
ま
す
。

し
ま
す
。

平成23年度予 算
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雪上で熱戦繰り広げる！
　第６回高島市民体育大会スキー競技会が３月12日（土）
に箱館山スキー場で開催され、熱戦が繰り広げられました。
結果は次のとおりです。（敬称略）

▼ジャイアントスラローム
【小学生】
　≪女子１組（５・６年生）≫
　　第１位　川崎 沙里菜（今　津）
　　第２位　寺井 まひろ（マキノ）
　　第３位　安井 　友梨（マキノ）
　≪女子２組（３・４年生）≫
　　第１位　河原田 百花（今　津）
　　第２位　金丸 　　瞳（今　津）
　　第３位　安井 　公望（マキノ）
　≪女子３組（１・２年生）≫
　　第１位　青谷 　夏凛（マキノ）
　≪男子１組（５・６年生）≫
　　第１位　大辻 　俊也（マキノ）
　　第２位　小林 　　翔（今　津）
　　第３位　太田 　哲哉（今　津）
　≪男子２組（３・４年生）≫
　　第１位　来田村 泰樹（マキノ）
　≪男子３組（１・２年生）≫
　　第１位　西尾 　　快（今　津）
　　第２位　寺井 　恵真（マキノ）
　　第３位　村上 　遼馬（今　津）

【中学生】
　≪女　子≫
　　第１位　森永 　璃子（マキノ）
　≪男　子≫
　　第１位　古谷 　俊也（今　津）
　　第２位　伊藤 　泰聖（安曇川）
　　第３位　金丸 　一也（今　津）

【一　般】
　≪女子４組（25歳未満）≫
　　第１位　夏目 ひかり（安曇川）
　≪男子１組（60歳以上）≫
　　第１位　谷口 　宏滋（今　津）
　　第２位　坂本 　尊夫（今　津）
　　第３位　夏梅 　正幸（今　津）
　≪男子２組（55歳以上）≫
　　第１位　森脇 　　博（今　津）
　≪男子３組（45歳以上）≫
　　第１位　吉本 　　剛（安曇川）
　　第２位　佐藤 　昌史（新　旭）
　　第３位　久保井 昭次（マキノ）
　≪男子４組（40歳以上）≫
　　第１位　安井 　清和（マキノ）
　≪男子５組（35歳以上）≫
　　第１位　寺井 　成晃（マキノ） （市民スポーツ課）

市民体育大会スキー競技会

▼フリー走法
【小学生】
　≪女子２組（３・４年生）≫
　　第１位　太田 　　舞（今　津）
　≪女子１組（５・６年生）≫
　　第１位　太田 　小雪（今　津）
【中学生】
　≪女　子≫
　　第１位　三宅 　杏香（安曇川）
　　第２位　岡田 　咲希（安曇川）
　　第３位　中原 さくら（今　津）
　≪男　子≫
　　第１位　谷 　健太郎（安曇川）
　　第２位　白井 　優希（安曇川）
　　第３位　上田 　周平（マキノ）
【一　般】
　≪男子１組（60歳以上）≫
　　第１位　多胡 　重孝（安曇川）
　≪男子６組（30歳以上）≫
　　第１位　伊藤 　朋一（高　島）
　≪男子８組（25歳未満）≫
　　第１位　和田 　健吾（安曇川）
　　第２位　谷田 　　智（安曇川）
　　第３位　笠原 　和史（今　津）

アルペンの部 クロスカントリーの部

全国優勝に大貢献！   前川さんは得点王に！
第７回なでしこカップ・ＪＦＡ全国ガールズエイトサッカー大会（Ｕ－12）

　２月11日（金）から13日（日）まで福島県Ｊヴィレッ
ジで開催された第７回なでしこカップ・ＪＦＡ全国ガー
ルズエイトサッカー大会（Ｕ－12）で、今津サッカー
スポーツ少年団所属の前川美紀さん（当時今津東小６
年）と安河内亜実さん（同４年）が滋賀県女子選抜チー
ムのメンバーとして大活躍され、見事全国大会で優勝
されました。なお、前川美紀さんは全得点16点中12
点を奪い得点王に輝きました。

（市民スポーツ課）（前川さん） （安河内さん）

紙ごみ減量標語応募作品 「リサイクル　小さな行動　大きな資源」　高取　誠隆（今　津）
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　平成22年度自治会ステップアップ事業として取り組まれてきた南船
木区自治会の「ふるさと絵屏風」が完成しました。
「今の青井さんの家の所に、汽船の待合所があってな。沖の方へ80ｍ

市長の手帳
　少子高齢化と核家族化がます
ます進むなかで、老老介護や自
宅での緊急事態、不幸にして亡
くなられても周りが気付かない
ことなど、無縁社会化が広まっ
てきているように思います。
　私たちは、決して一人では生
きていけません。ご近所など周
りの人たちとの関わり、つなが
りのなかで、お互いに支え、支
えられながら生きることの喜び
を感じるのではないでしょう
か。
　市内にお住まいの男性から、
お手紙をいただきました。
　80歳を超えるご夫婦で、介
護認定を受けられた奥さんをご
自宅で介護されています。ご自

身も脳梗塞を患い支援を受けな
がらの介護で、介護施設への入
所も考えられましたが、やはり
家族に支えられ、周りの人に見
守られながら生きていく事が一
番いいのではないかとの思いで
一生懸命に頑張っておられると
のことです。
　在宅介護の大切さと、地域社
会で支えるネットワークづくり
の大切さを痛感します。そして
高齢者や介護を必要とされる方
との関わりのなかで、大事なこ
とは、
★本人を決して病人扱いしない
こと。

★人権を尊重し、本人のプライ
ドを傷つけないこと。

だと言われています。
　市内にも、この方と同じよう
に頑張っておられる方がたくさ
んいらっしゃると思いますが、
決して一人で悩まずに、市役所
の地域包括支援センターや地域
の民生委員さん、社会福祉協議
会など、福祉に携わっている方
に相談をしていただきたいと思
います。きっとよりよい方向が
見いだせると信じています。

大切なのは、地域の絆

「ふるさと絵屏風」完成
南船木区自治会

　「介護する、介護される中で感じた
素直な思い」を短歌で読むNHK介護
百人一首２０１１に、新旭町在住の
八田吉江さんの作品が約８千首の中
から選ばれ、２年連続選定の快挙と
なりました。八田さんは、介護をす
る中でふとした時に感じる幸せのひ
とときを短歌で表現されました。

（企画広報課）

　お互いの二の腕しっかと掴まえて
　小春の縁側対面歩行

八田さん

もの長い桟橋があったん
やで・・・」
「足踏みの水車で、夕方１時間く
らい田へ水を入れるんや。 ジャ
ブジャブという水の音や、西の
山に夕日が沈む美しい風景がな
つかしいなあ。」
語る人、聞く人の目が輝きます。
　区民が生きてきた南船木の思い出を、「五感体験ア
ンケート」や「聞き取り会」を通して集約し、生活物
語としての絵屏風として具現・制作されました。
　今後、この絵屏風をもとに老若世代間の交流の輪を
深め、先人たちが築きあげてきた郷土の文化や暮らし
の知恵・ふるさとへの思いをいつまでも語り継いでい
きたいと、区民の方は言っておられます。

（市民活動支援課）

介護百人一首に2年連続選定

▼絵…河本万里子さん
　（北船木出身（京都市在住）の画家）

紙ごみ減量標語応募作品 「再生の　チャンスをあたえよ　紙たちに」　堅田　誠人（朽　木）

h
総
合
防
災
課

　

f（
２
５
）８
１
３
３

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
世
界
最
大

級
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
． 

０
を
記
録
し
、
死
者
行
方
不
明
者
を
合

わ
せ
２
万
７
千
人
以
上
（
４
月
15
日
現
在
）
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
大
津
波
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
放
射

線
漏
れ
も
加
わ
り
東
日
本
は
大
混
乱
を
極
め
て
い
ま
す
。

東
日
本
で
巨
大
地
震
発
生
!!

　

地
震
に
つ
い
て
は
、
琵
琶
湖
西
岸

断
層
帯
の
北
部
と
南
部
で
同
時
に
発

生
し
た
場
合
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
．

８
程
度
の
規
模
と
な
り
、
北
部
で
の

発
生
確
率
は
今
後
30
年
以
内
に
１
％

か
ら
３
％
、
50
年
以
内
が
２
％
か
ら

５
％
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
大
地
震
が
、
日
本
列
島
の
断
層
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
琵
琶
湖
西
岸
断

層
帯
が
い
つ
活
動
し
て
も
お
か
し
く

な
い
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
不
測
の
事
態
に
備
え
て
く

だ
さ
い
。

　

津
波
に
つ
い
て
は
、
琵
琶
湖
で
も

地
震
に
よ
り
湖
底
が
上
下
に
ず
れ
た

場
合
に
発
生
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
が
、
被
害
を
与
え
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
島
市
に
隣
接
す
る
福
井
県
の
日

本
海
沖
に
は
、
海
溝
型
の
プ
レ
ー
ト

境
界
は
な
い
た
め
、
今
回
の
よ
う
な

プ
レ
ー
ト
型
地
震
に
よ
る
巨
大
な
津

波
の
発
生
は
考
え
に
く
い
の
で
す

が
、
万
一
に
備
え
て
、
原
子
力
発
電

所
は
津
波
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
の

対
策
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

高
島
市
は
、
最
も
近
い
原
子
力
発

電
所
で
あ
る
美
浜
発
電
所
か
ら
20 

km
離
れ
て
お
り
、
今
回
、
福
島
第
１

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
対
し
て
国

が
指
示
し
た
避
難
地
域
に
該
当
す
る

距
離
に
は
入
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

20 

km
か
ら
30 

km
の
地
域
が
屋
内
退

避
を
指
示
さ
れ
、
さ
ら
に
事
故
処
理

に
長
時
間
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
避

難
地
域
よ
り
遠
い
と
こ
ろ
で
も
計
画

的
避
難
区
域
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
高
島
市
で
も
状
況

に
よ
っ
て
は
、
屋
内
退
避
や
避
難
の

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
に
つ
い
て
は
、今
後
、

国
や
県
と
一
緒
に
見
直
し
を
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
万
一
、
原
子

力
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市
か

ら
防
災
無
線
等
に
よ
り
情
報
を
提
供

し
ま
す
の
で
、
風
評
に
惑
わ
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
指
示
に
従
い
冷
静
な
行

動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
家
の
耐
震
補
強
・
家
具
の
固
定

処
置
・
家
庭
で
の
非
常
持
ち
出
し

や
備
蓄
品
の
準
備
・
避
難
所
と
そ

こ
ま
で
の
経
路
の
確
認
・
自
主
防

災
組
織
の
強
化
等

▼家庭での備え
高
島
市
と

地
震

高
島
市
と

津
波

高
島
市
と

原
発 　義援金や救援物

資提供にご協力い
ただき、ありがと
うございます。

火災 救急 救助
（　）内は年累計

建物火災／1（3）
林野火災／0（0）

▼  火　災

▼  救　急

▼  救　助

今　年 昨　年 増　減
人身事故発生件数 48件 52件 ▲4件

死　　者　　数 3人 0人 3人

傷　　者　　数 65人 65人 0人

発生場所
マキノ 5
今　津 8
朽　木 1
安曇川 16
高　島 6
新　旭 12

●発生状況（累計）

追　突 16件（33.3％）
出合頭 9件（18.8％）

事故の形態

 18件（37.5％）

高齢者（65歳以上）の事故

交通事故／4（7）
その他／0（1）

車 両 火 災／0（1）
その他火災／0（0）

交通事故／16（46）
急 病／129（379）

一般負傷／26（117）
その他／16（78）

火 災／0（2）
水難事故／0（1）
（注）【救急】 その他=火災+労働災害+運動競技+
 加害+自損行為+転院搬送等
 【救助】 その他=自然災害+機械事故+
 建物事故+ガス事故+爆発等

●交通事故の特徴

高島市内の交通事故発生状況 （平成23年3月末現在） 火災火災３月の 件数

h消防総務課　f（22）1234
紙ごみ減量標語応募作品 「紙のムダ　減らして eco な　いい町へ」　清水　　茜（新　旭）



３
月
補
正
予
算
の
概
要

歳入歳出補正予算

一般会計歳入予算の主な内訳

主な事業（一般会計）

　

平
成
22
年
度
３
月
補
正
予
算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
２
月
補
正
予
算
に
引
き
続
き
、
国
の
緊
急

総
合
経
済
対
策
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
地
域
活
性
化
交
付
金
等
を
活
用

し
、
住
民
生
活
に
と
っ
て
大
切
な
分
野
に
対
す
る
地
方
の
取
り
組
み

で
、
地
域
の
事
業
者
が
受
注
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

３
月
補
正
予
算
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

区　　分 補正前の額 今回補正額 補正後の額
一般会計 289億5,000万円 ▲1億2,000万円 288億3,000万円
特別会計 134億7,807万円 3,300万円 135億1,107万円
事業会計 76億8,224万円 ▲2億9,344万円 73億8,880万円
予算総計 501億1,031万円 ▲3億8,044万円 497億2,987万円

区　　　分 補　　正　　額
市 税 8,880万円
地 方 譲 与 税 1,100万円
県 税 交 付 金 1,340万円
地 方 交 付 税 1億円
交通安全対策交付金 ▲24万円
分担金及び負担金 749万円
使用料及び手数料 ▲1,083万円
国 庫 支 出 金 ▲789万円
県 支 出 金 ▲7,693万円
財 産 収 入 ▲1,985万円
寄 附 金 638万円
繰 入 金 ▲1億9,644万円
諸 収 入 3,911万円
市 債 ▲7,400万円
合　　　　計 ▲1億2,000万円

ＯＢＣ高島後援会活動奨励金
　４，２３０万円

　平成22年度にふるさと納税された
937万5千円（平成23年2月末現在）
のうち、「ＯＢＣ高島後援会の支援」と
して寄付意志を示されものについて、Ｏ
ＢＣ高島後援会活動奨励金として交付し
ます。

市民会館屋根改修事業
　１，６５１万円

　老朽化した屋根の改修を行います。
【住民生活に光をそそぐ交付金を活用】

文化芸術会館給水管改修事業
　４７４万円

　漏水している屋外給水管の改修を行
います。
【住民生活に光をそそぐ交付金を活用】

土に学ぶ里研修センター改修事業
　４，０００万円

　老朽化した合併浄化槽から農業集落
排水施設へ接続します。
【住民生活に光をそそぐ交付金を活用】

今津東コミセン音響設備改修事業
　１，１７８万円

　老朽化した舞台音響設備の改修を行
います。
 【住民生活に光をそそぐ交付金を活用】

介護施設整備補助事業
　２，０２０万円

　県整備補助金の増額に伴い、小規模
特別養護老人ホーム整備や認知症高齢
者グループホーム整備補助への助成金
を追加します。

３
月
補
正
予
算
の
概
要

“びわ湖源流の郷たかしま”
「農産ブランド認証制度」
を開始します

　認証品に表示する認証
マークを募集したところ、
1月17日から2月28日
までの期間に、全国から
199作品の応募をいただ
きました。「特産品認証制
度検討委員会」などによる
選考の結果、立志哲洋さん
（東京都）の作品に決定し
ました。

【デザインの意図】
　びわ湖と高島市の位
置を「た」のヘアスタ
イルをした生産者で表し、
“びわ湖源流の郷たかし
ま”の水と土で生産され
た農産物を抱え、安心・
安全をアピールしていま
す。

認証マーク決定
　“びわ湖源流の郷たかしま”の水と土で生産された安心・安全
な農産物や農産加工品を認証する、「高島市農産ブランド認証
制度」がスタートします。
　認証品を全国にＰＲすることで、販売促進や生産の拡大を図
り、皆さんの所得向上と地域産業の活性化に資することを目的
としています。
　５月から、この認証に関する申請の受付を開始しますので、
積極的にお申し込みください。

【対象と要件】
（1）高島市内で生産される農産物および農産加工品であること。
（2）加工品は、原材料の95％以上が認証農産物であること。
（3）環境や景観に配慮した取り組みがなされていること。
【３段階の認証ランク】
（1）農薬・化学肥料：不使用
（2）農薬・化学肥料：通常の５割以下
（3）農薬・化学肥料：適正使用
【申請方法】
　所定の申請書に必要事項を記入の上、農業振興課特産品振興室まで提出
してください。
　生産計画（栽培記録）のほか、加工品はサンプルが必要です。

【受付期間】
　収穫や販売予定日の３か月前までに提出ください。ただし、本年７月まで
に収穫・販売を予定されているものは、５月から随時受付を行います。（土日・
祝祭日を除く）

【認証の決定と有効期間】
（1）「高島市農産ブランド認証委員会」で審査し、決定します。
（2）有効期間は、農産物が１年、加工品が３年です。
【認証に係る費用】
（1）認証に係る費用は当分の間、無料です。
（2）認証マークの印刷、シールの作成費用は使用者の負担となります。
【認証の効果】
（1）認証マークの貼付により、安心・安全な特産品としてアピールができ、

販売促進が図れます。
（2）市などが主催する物産展やイベントにおいてＰＲ・推奨されます。
（3）市や関係団体の業務に認証商品が優先して使用されます。
（4）各種パンフレットやインターネットにより、県内外に広くＰＲされます。
【お問合せ先】
農業振興課　特産品振興室　f（２５）８５１１

紙ごみ減量標語応募作品 「すてちゃだめ　紙くずしっかり　リサイクル」　中川　知花（マキノ） 紙ごみ減量標語応募作品 「すてないで　紙はまだまだ　がんばれる」　藤田　菜那（新　旭）
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政
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市
役
所
の
組
織

市
役
所
の
組
織

市
民
満
足
度
の
向
上
に
向
け
た
組
織
機
構
の
見
直
し

　

職
員  

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
研
さ
ん
し
、
市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
、
組
織
の
機
動

力
が
効
果
的
、
効
率
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
一
部
組
織
体
制
の
見
直
し
も
含
め
、
適
所

適
材
の
職
員
配
置
に
努
め
ま
し
た
。

　

各
部
局
に
あ
っ
て
は
、
所
属
長
を
中
心
に
職
員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
築
き
、
よ
り
一
層
の

資
質
向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
意
欲
的
で
元
気
な
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
次
長
、
管
理
官
、
課
長
の
職
に
あ
っ
て
も
自
ら
特
命
の
業
務
に
あ
た
り
ま
す
。

【
市
民
環
境
部
】

・
市
民
と
の
協
働
提
案
事
業
を
活
用
し
、

今
後
３
年
間
、「
紙
ご
み
の
減
量
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
民
、
事
業
所
、
行
政
が

一
致
協
力
し
て
「
ご
み
減
量
大
作
戦
」

を
展
開
す
る
た
め
、
環
境
政
策
課
内
に

ご
み
減
量
推
進
室
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
健
康
福
祉
部
】

・
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
事
務
部
門

（
子
育
て
支
援
課
・
教
育
委
員
会
事
務

局
学
校
教
育
課
﹇
幼
稚
園
部
門
﹈）
を

統
合
し
、
公
立
、
私
立
の
保
育
園
、
幼

稚
園
に
対
す
る
各
種
施
策
を
総
括
的
に

対
応
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
子
ど
も

家
庭
相
談
課
を
含
め
た
就
学
前
の
子
育

て
支
援
体
制
を
よ
り
機
動
的
か
つ
能
率

的
に
行
う
た
め
、
健
康
福
祉
部
内
に
、

「
子
ど
も
局
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

・「
陽
光
の
里
」
を
健
康
福
祉
部
内
に
位

置
づ
け
、
今
後
の
増
床
整
備
計
画
と
、

経
営
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

【
産
業
経
済
部
】

・
農
業
再
生
協
議
会
の
運
営
と
と
も
に
、

農
家
戸
別
補
償
業
務
を
円
滑
に
実
施
で

き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
産
業
経
済

部
農
業
振
興
課
内
に
「
農
業
再
生
推
進

室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

【
土
木
交
通
部
】

・
住
宅
管
理
課
に
お
い
て
担
当
し
て
い
た
、

市
営
住
宅
の
企
画
や
建
設
、
使
用
料
な
ど

を
一
体
的
に
取
り
組
む
た
め
、
住
宅
管
理

課
を
都
市
計
画
課
に
統
合
し
ま
し
た
。

【
公
立
高
島
総
合
病
院
】

・
平
成
23
年
４
月
か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の

全
部
適
用
へ
の
移
行
を
踏
ま
え
、
現
在
の

経
営
管
理
部
を
「
事
務
部
」
に
改
め
る

と
と
も
に
、
経
営
支
援
課
を
「
病
院
総

務
課
」
と
「
経
営
企
画
課
」
に
分
割
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
事
務
の
専
門
性
を
高
め

ま
し
た
。
ま
た
患
者
サ
ー
ビ
ス
課
を
「
医

事
課
」
に
改
め
、
自
立
し
た
病
院
経
営
を

図
り
な
が
ら
、
安
定
し
た
経
営
に
取
り
組

め
る
体
制
に
整
備
し
ま
し
た
。

《
そ
の
他
の
組
織
機
構
の
再
編
・
改
称
》

【
総
務
部
】

・
納
税
課（
収
納
対
策
課
を
改
称
）

h
職
員
課　

f
（
２
５
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５
２
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平成

年度
23

■議　　　　会 

 議会事務局　●議事課 f（25）8140

■市 長 部 局
　会計管理者　●会計課 f（25）8118

　総　務　部
　　●行 政 課 f（25）8000
　　●財 政 課 f（25）8111
　　●契約検査課 f（25）8501
　　●職 員 課 f（25）8525
　　●税 務 課 f（25）8116
　　●納 税 課 f（25）8522
　　●情報統計課 f（25）8527

　政　策　部
　　●企画広報課 f（25）8114
　　●秘 書 課 f（25）8000
　　●経営改革課 f（25）8000
　　●総合防災課 f（25）8133

　市民環境部
　　●市民活動支援課 f（25）8526
　　　　水源の里振興室
　　●市 民 課 f（25）8018
　　●生活相談課 f（25）8125
　　●人権施策課 f（25）8524
　　●環境政策課 f（25）8123
　　　　ごみ減量推進室
 ・環境センター  f（24）0031
 ・今津環境クリーンセンター  f（24）0053
 ・衛生センター  f（22）2725
 ・斎場 f（22）4740

　健康福祉部
　　●社会福祉課 f（25）8120
　　●障害福祉課 f（25）8516
　　●健康推進課 f（25）8078
　　●保険年金課 f（25）8137
　　●朽木診療所 f（38）2071
　　●長寿介護課 f（25）8029
　　●北部健康福祉センター  f（22）5101
　　●北部地域包括支援センター  f（22）0193
　　●南部健康福祉センター  f（32）4413
　　●南部地域包括支援センター  f（32）2520
　　●訪問看護ステーション f（36）8111
 子ども局
　　●子育て支援課 f（25）8136
 ・マキノ東保育園 ・マキノ西保育園
 ・今津東保育園 ・朽木保育園
 ・古賀保育園 ・高島保育園
 ・大師山さくら園 ・静里なのはな園
 ・カンガルー教室 ・マキノ児童館
　　●子ども家庭相談課 f（25）8517
　　●介護老人保健施設 陽光の里 f（36）1220

　産業経済部
　　●農業振興課 f（25）8511
　　　　特産品振興室
　　　　農業再生推進室
　　●森林水産課 f（25）8512
　　●商工振興課 f（25）8514
　　●観光振興課 f（25）8040

　土木交通部
　　●土 木 課 f（22）2001
　　●都市計画課 f（22）0904
　　●交通対策課 f（22）0058

　上下水道部
　　●水 道 課 f（22）6838【料金】
　 f（22）9037【管理】
　　●下 水 道 課 f（22）6838【料金】
 f（22）9011【管理】

　消 防 本 部
　　●消防総務課 f（22）5401
　　●予 防 課 f（22）5403
　　●警 防 課 f（22）5402
　　●通信指令課 f（22）1234
　　●北部消防署 f（22）1234
 ・朽木分遣所 f（38）2100
 ・マキノ救急分遣所 f（28）0119
　　●南部消防署 f（32）1212
　マキノ支所 f（27）1121
　今 津 支 所 f（22）2551
　朽 木 支 所 f（38）2331
　安曇川支所 f（32）1131
　高 島 支 所 f（36）1121
　新旭振興室 f（25）8100

　公立高島総合病院 f（36）0220（代表）
　　●診 療 部
　　●医療技術部
　　●看 護 部
　　●医療安全部
 ・医療安全推進室
　　●地域医療サービス部
 ・地域連携室 f（36）8078
　　●事 務 部
 ・病院総務課 f（36）8051
 ・経営企画課 f（36）8114
 ・医 事 課 f（36）8050
　　●病院建設部
 ・病院建設課 f（36）8089
　外来予約専用 f（36）8077

　選挙管理委員会事務局 f（25）8000

　監査委員事務局 f（25）8000
　　
　公平委員会事務局 f（25）8000

　農業委員会事務局 f（25）8513

　固定資産評価審査委員会事務局 f（25）8000

★
教
育
委
員
会
事
務
局
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

紙ごみ減量標語応募作品 「紙ゴミは　未来のために　リサイクル」　牟田ゆうき（今　津） 紙ごみ減量標語応募作品 「ひと手間で　紙ごみ分けて　ごみが減る」　斉藤紀久江（安曇川） 広
報2011・5・1 12広
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た
か
し
ま
塾
開
講

■教育委員会
　教育委員会事務局
　　●教育総務課 f（32）1132
 ・教育相談課題対応室 f（32）4406
　　●学校教育課 f（32）4471
 ・教育研究所 f（32）4482
 ・小学校
 ・中学校
　　●社会教育課 f（32）4457
 ・少年センター・あすくる高島 f（32）3824
 ・青少年育成室 f（32）4458
 ・中江藤樹記念館 f（32）0330
　　●学校給食課 f（32）4475
 ・マキノ学校給食センター  f（27）0360
 ・今津学校給食センター  f（22）2091
 ・安曇川学校給食センター  f（32）0072
 ・高島学校給食センター  f（36）0300
 ・新旭学校給食センター  f（25）7080
　　●文化財課 f（32)4467
 ・マキノ資料館 f（27)1484
 ・朽木資料館 f（38)2339
 ・高島歴史民俗資料館 f（36)1553
　　●市民スポーツ課 f（32)4459
　　●図書館
 ・マキノ図書館 f（27)0350
 ・今津図書館 f（22)3827
 ・朽木図書サロン f（38)2324
 ・安曇川図書館 f（32)4711
 ・高島図書室 f（36)2160
 ・新旭図書室 f（25)2811
　　●公民館
 ・マキノ公民館 f（27)1131
 ・今津公民館 f（22)2249
 ・朽木公民館 f（38)2324
 ・安曇川公民館 f（32)0003
 ・高島公民館 f（36)0219
 ・新旭公民館 f（25)8100
 ・安曇川世代交流センター  f（34)1320
　　●高島市民会館 f（22)1764
 ・今津東コミセン f（22)3222
 ・やまびこ館 f（38)2324
 ・藤樹の里文化芸術会館 f（32)2461
 ・ガリバーホール f（36)0219

　
「
子
ど
も
局
」
で
は
、
保
育
園
や
幼
稚

園
、
子
ど
も
手
当
、
児
童
虐
待
に
関
す
る

業
務
な
ど
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
に
か
か

わ
る
業
務
の
す
べ
て
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
窓
口
を

「
子
ど
も
局
」
に
一
本
化
し
市
民
の
皆
さ

ん
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

子
育
て
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

を
、「
子
ど
も
主
体
」
の
視
点
に
立
っ
て
、

関
係
機
関
、
関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら

総
合
的
、
効
率
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
幼
児
教
育
・
保
育
は
、
厚
生
労

働
省
所
管
の
保
育
園
と
文
部
科
学
省
所
管

の
幼
稚
園
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、

根
拠
と
な
る
法
律
や
国
が
示
す
設
置
基
準

　

近
年
、
核
家
族
化
が
進
む
中
、
身
近
に

相
談
で
き
る
人
や
協
力
し
て
も
ら
え
る
人

が
い
な
い
な
ど
、
育
児
の
孤
立
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
保
護
者
が
抱
え
る

不
安
や
負
担
感
を
取
り
除
き
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
育
児
に
関
す
る

様
々
な
情
報
の
提
供
や
育
児
相
談
な
ど
の

支
援
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
過
去
に
起
こ
っ
た

虐
待
に
よ
る
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
も
、
市
や
児
童
相
談
所
、
学
校
、

警
察
な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携
し
て
子
育

て
や
児
童
虐
待
防
止
な
ど
の
問
題
解
決
に

迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

h
子
ど
も
局

 

子
育
て
支
援
課　

 

f
（
２
５
）８
１
３
６

 

子
ど
も
家
庭
相
談
課

 

f
（
２
５
）８
５
１
７

な
ぜ
、子
ど
も
局
が
設
置
さ
れ
た
の
？

びわ湖源流の郷
　　まちづくりボランティア養成講座

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

し
ま
す

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

し
ま
す

の
範
囲
の
中
で
、
異
な
っ
た
目
的
・
機
能

な
ど
を
持
つ
別
々
の
施
設
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　

高
島
市
で
も
、
保
育
園
を
健
康
福
祉

部
、
幼
稚
園
を
教
育
委
員
会
事
務
局
が

担
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
縦
割
り
を

な
く
し
、「
子
ど
も
主
体
」
の
視
点
に
立
っ

て
、
保
育
に
関
す
る
施
策
を
一
体
的
、
総

合
的
に
進
め
る
た
め
、
保
育
園
と
幼
稚
園

の
業
務
を
「
子
ど
も
局
」
に
統
合
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

受
講
生
募
集
中

　

た
か
し
ま
塾
は
、
全
国
の
ま
ち
づ
く
り

先
駆
者
に
学
び
、
議
論
を
交
わ
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
の
意
義
や
喜
び
を
学
び
あ
う

場
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
の
課
題
を
発
見

し
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
企
画
や
実
践
の

ス
キ
ル
を
修
得
し
、
意
欲
あ
る
人
材
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
講

座
は
、
全
10
回
の
連
続
講
義
で
す
。

　

た
か
し
ま
塾
は
、
高
島
市
協
働
事
業
提

案
制
度
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
事
業
の
一

つ
で
、
提
案
者
の
「
特
定
非
営
利
活
動
法

人 

湖
西
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
ど

ろ
ん
こ
」
と
「
高
島
市
」
が
協
働
し
て
実

施
し
、
そ
の
運
営
等
を
「
た
か
し
ま
市
民

協
働
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

　

▼
募
集
人
員　

30
人（
先
着
順
）

　

▼
会　
　

場　

安
曇
川
公
民
館
お
よ
び

 

今
津
東
コ
ミ
セ
ン

　

▼
受
講
料 

一
般　

 

５
、０
０
０
円

 

学
生　

 

２
、０
０
０
円

　

 

（
全
10
回
）

　

▼
申
込
期
限　

５
月
20
日
（
金
）

 

h・
i
た
か
し
ま
市
民
協
働
交
流
セ
ン
タ
ー

 

f（
２
０
）５
７
５
８

回 日 時 内 容

1 5月21日（土） 
19時～21時

【開講式・オリエンテーション】 
　まちづくりって何？ 神戸学院大学教授　今西　幸蔵

2 6月25日（土） 
19時～21時

【公開講座】 
　地域・文化資源の活用方法 千葉県館山市　池田恵美子 
　まちづくりと市民参画の手法 聖徳大学教授　福留　　強

3 7月16日（土） 
19時～21時

【事例研究】 
　狭山池まつりを核とした市民による学びのまちづくり 
 大阪狭山市　鳥山　　健

4 8月20日（土） 
19時～21時

【事例研究】 
　まつたけ山復活させ隊の活動 京都市　吉村　文彦

5 9月10日（土）
19時～21時

【事例研究】 
　町屋を基地にまちづくり 京都市亀岡市　佐藤　理恵

6 9月24日（土）
19時～21時

【ワークショップ】 
 神戸学院大学教授　今西　幸蔵

7 10月15日（土） 19時～21時

【公開講座】 
　地域づくりの経営感覚 佐伯市　宮明　邦夫 
　ど田舎のもつ逆転の発想 佐伯市　矢野　大和

8 10月から
11月の中旬

【フィールドワーク】 
　亀岡市駅周辺地域と京都市岩倉（まつたけ山復活させ隊の活動） 
　※別途実費負担が必要となります。

9 11月26日（土） 19時～21時
【事例研究】 
　地域と共に歩む 鳥取県北栄町　福光　正子

10 1月14日（土） 19時～21時
【ワークショップ】 
　まとめ 神戸学院大学教授　今西　幸蔵

 ※日時・会場等は、講師の都合等により変更する場合があります。

た
か
し
ま
塾
開
講

高
島
市
協
働
事
業
提
案
制
度
採
択
事
業

紙ごみ減量標語応募作品 「すてないで　紙はクルクル　リサイクル」　川越　香織（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「よく見れば　ゴミの中にも　資源あり」　上原ともみ（新　旭） 広
報2011・5・1 14広

報15 2011・5・1



高島市内の人権擁護委員（敬称略）
氏　　　名 住　　　所 電　話

中　川　泰　夫 マキノ町知内 （27）0023

川原林　史　子 マキノ町西浜 （28）0475

澤　田　愛　子 今津町下弘部 （22）0731

井　上　浩　一 今津町弘川 （22）6153

洲　崎　富士夫 今津町浜分 （22）3359

石　田　八重子 朽木市場 （38）2420

久　保　忠　雄 朽木大野 （38）2308

奥　谷　喜美子 安曇川町田中 （32）1022

川　越　清　司 安曇川町下小川 （32）1091

德　村　明　美 安曇川町下古賀 （33）0516

釋　迦　裕　史 鹿ヶ瀬 （37）0219

萬　木　由利子 勝野 （36）0539

桒　原　　　靖 新旭町熊野本 （25）2814

白　瀨　逸　子 新旭町旭 （25）4441

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
６
月
１
日

を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の

日
を
中
心
に
全
国
的
な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
特
設
相
談
所
が
次
の
と
お
り
開
設

さ
れ
ま
す
。

　
　▼日

時　

６
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

13
時
〜
16
時

▼
場
所　

・
市
役
所
本
庁
、
マ
キ
ノ
支
所

 

・
今
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

・
朽
木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

 

・
安
曇
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

 

・
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

　

高
島
市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法
務

大
臣
か
ら
14
人
が
委
嘱
さ
れ
、
人
権
の
大
切
さ

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
の
人
権
相

談
所
や
高
島
市
で
毎
月
開
催
し
て
い
る
特
設
人

権
な
ん
で
も
相
談
所
、
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅

で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
悩
み
事
や
心
配
ご
と
の

相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
予
約
不
要
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

h
滋
賀
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
事
務
局

 

f
０
７
７（
５
２
２
）４
６
７
３

高
島
市
役
所　

人
権
施
策
課

 

f（
２
５
）８
５
２
４

６月１日は「人権擁護委員の日」
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
相
談
所
を
開
設

　

３
月
31
日
ま
で
、
２
期
８
年
に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
と
し
て
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
、
野
崎
司
さ
ん
（
マ
キ
ノ
町
石
庭
）
が
退
任
さ
れ
、

後
任
と
し
て
、
松
田
と
も
江
さ
ん
が
４
月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
島
市
の
行
政
相
談
委
員

 

高
島
市
の
行
政
相
談
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

 

行
政
に
関
わ
る
問
題
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　

小　

島　

俊　

彦 

さ
ん

　
　
　
　

安
曇
川
町
三
尾
里

　
　
　
　
　

f（
３
２
）０
６
５
６　

　
　
　

中　

村　

栄
次
郎 

さ
ん

　
　
　
　

勝
野　

　
　
　
　
　

f（
３
６
）０
０
４
３

　
　
　

松　

田　

と
も
江 

さ
ん

　
　
　
　

今
津
町
福
岡

　
　
　
　
　

f（
２
２
）０
６
４
４

　

h
滋
賀
行
政
評
価
事
務
所　

行
政
相
談
課　

　
　
　
　
　

f
０
７
７（
５
２
３
）１
９
２
６

高
島
市
役
所　

生
活
相
談
課

　
　
　
　
　

f（
２
５
）８
１
２
５

新
し
い
行
政
相
談

委
員
に
松
田
さ
ん

地デジ準備はもうお済みですか！！
地上デジタル放送完全移行まで“「100日」を切りました” 

地デジ詐欺にご注意ください！

　７月24日以降の地上デジタル放送を見るには、地上デジタ
ル放送対応のテレビやチューナーなどが必要となります。また、
地域によってはケーブルテレビへの加入が必要となります。

　テレビ放送のデジタル化に便乗した詐欺が多発してい
ます。
　国や放送局がお金を請求することは絶対にありませ
ん。デジサポスタッフは、「黄色いベスト（ユニホーム）」
「腕章」「身分証明書（ID）」を身に着けています。
　おかしいと思ったらコールセンターや警察にご連絡く
ださい。
　地デジコールセンター　f０５７０（０７）０１０１
　（平日：９時～21時　土・日・祝日：９時～18時）

　総務省では、地上デジタル放送移行に関するお問い合
わせや質問にお答えするとともに支援を行っています。

　◎地上デジタル放送受信に関するお問い合わせやご質問
　　デジサポ滋賀
　　　　f０７７（５０３）０１０１　

　◎低所得世帯への地デジ移行支援に関するお問い合わせ
　　①「生活保護などの公的扶助世帯」「障がい者のおられる市民税非課税世帯」
　　　「社会福祉施設入所者」でＮＨＫ受信料全額免除の世帯への支援のお問い合わせ
　　　　f０５７０（０３）３８４０　
　　②前記以外の「市民税非課税の世帯」への支援のお問い合わせ
　　　　f０５７０（０２）３７２４　

平成23年７月24日には、
現在のアナログ放送は全て終了します

地デジ準備がまだの方は、
お早めにご準備ください！！

紙ごみ減量標語応募作品 「もやせばただの紙切れも　集めてもいちど再利用」　北野　巧真（安曇川） 紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみを　正しく分けて　リサイクル」　松見　　茂（今　津）

身
近
な
相
談
相
手

 

「
人
権
擁
護
委
員
」
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３月に開催しました定例教育委員会、臨時教育委員会についてお知らせします。

▼
議　

事

・
高
島
市
立
学
校
の
学
校
医
、
学

校
歯
科
医
お
よ
び
学
校
薬
剤
師

の
委
嘱
に
つ
い
て

・
高
島
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
の
任
命
に
つ
い
て

・
平
成
23
年
度
高
島
市
教
育
行
政

基
本
方
針
案

・
高
島
市
子
ど
も
・
若
者
総
合
相

談
窓
口
設
置
要
綱
案
、
子
ど
も
・

若
者
支
援
地
域
協
議
会
設
置
要

綱
案

３
月
24
日
開
催

第
３
回
定
例
会
報
告

▼
議　

事

３
月
31
日
開
催

第
２
回
臨
時
会
報
告

▼
議　

事

・
高
島
市
立
学
校
に
お
け
る
県
費

負
担
教
職
員
の
任
免
そ
の
他
の

進
退
に
か
か
る
内
申
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て

３
月
11
日
開
催

第
１
回
臨
時
会
報
告

　

高
島
市
教
育
委
員
会
委
員
長
の
選

挙
お
よ
び
同
職
務
代
理
者
の
指
定
を

行
い
、
委
員
長
に
西
村
委
員
を
選
任

し
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
北
川
委

員
を
指
定
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

２
人
が
再
任

　

多
胡
委
員
と
木
下
委
員
が
任
期
満

了
と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
高

島
市
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
市

長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
長
に

西
村
委
員
を
選
任

（
社
会
教
育
課
）

　

高
島
市
子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議

会
は
、
平
成
21
年
７
月
に
制
定
さ
れ
た
子

ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
若
年
無
業
者
（
ニ
ー
ト
）
や
ひ

き
こ
も
り
な
ど
の
子
ど
も
・
若
者
を
地
域

全
体
で
支
援
し
て
い
く
た
め
に
設
置
し
ま

し
た
。

　

法
律
で
は
「
子
ど
も
・
若
者
を
め
ぐ
る

環
境
が
悪
化
し
、
社
会
生
活
を
円
滑
に
営

む
上
で
の
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若
者

の
問
題
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
子
ど
も
・
若
者
の
健
や
か
な
育
成
、

（
中
略
）
総
合
的
な
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
の
た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、市
で
は
、

協
議
会
を
設
置
し
、
地
域
の
関
係
機
関
が

連
携
し
て
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
支
援
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
の
主
な
業
務
は
、
子
ど
も
・
若

者
の
支
援
に
関
す
る

な
ど
で
、
教
育
関
係
、
保
健
福
祉
関
係
、

就
労
関
係
お
よ
び
市
行
政
関
係
の
20
機
関

が
、
構
成
団
体
と
し
て
業
務
に
あ
た
り
ま

す
。

　

ま
た
、
実
際
に
悩
ん
で
い
る
人
や
家
族

子
ど
も
・
若
者
を

　
　

地
域
全
体
で
支
援
！

の
方
の
相
談
を
受
け
る
窓
口
と
し
て
、
協

議
会
発
足
と
と
も
に
、
少
年
セ
ン
タ
ー
内

に
「
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
窓
口
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
を
31
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

① 

情
報
交
換
お
よ
び
連
絡
調
整

② 

体
制
の
整
備

③ 

調
査
、
研
修
、
広
報

子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域
協
議
会

委員長
西　村　勝　晴

委員長職務代理者
北　川　暢

のぶ

　子
こ

委員
多　胡　　　賢

委員
木　下　美和子

●任期
平成23年３月31日
～平成27年３月30日

●任期
平成23年4月1日
～平成27年３月31日

●任期
平成23年３月31日
～平成24年３月30日

●任期
平成23年３月31日
～平成24年３月30日

・
高
島
市
教
育
委
員
会
委
員
長
の

選
挙
お
よ
び
同
職
務
代
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

・
高
島
市
教
育
委
員
会
事
務
局
職

員
等
の
人
事
、
公
民
館
長
等
の

任
命
、
青
少
年
育
成
推
進
員
の

任
命
に
つ
い
て

・
高
島
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
案

教育委員会Informationに対するご意見等は、高島市教育委員会事務局教育総務課 f（32）1132 までお気軽にお寄せください。

紙ごみ減量標語応募作品 「見直して　資源がそこに　まぎれてる」　沢井　賢豪（新　旭）

５月は
児童福祉月間です

相談先

子
ど
も
家
庭
相
談
課　

f（
２
５
）８
５
１
７　

ま
た
は
市
内
各
保
健
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
中
央
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー　

f
０
７
７（
５
６
２
）１
１
２
１

　

平
成
23
年
度
子
ど
も
手
当
は
、
つ

な
ぎ
法
案
成
立
に
よ
り
、
４
月
分
か

ら
９
月
分
ま
で
の
手
当
は
、
平
成
22

年
度
と
同
様
の
内
容
で
支
給
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
23
年
10
月
分
か
ら
平

成
24
年
３
月
分
ま
で
の
手
当
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
す
が
、

法
律
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
▼
支
給
対
象

０
歳
か
ら
中
学
校
修
了
前
ま
で

の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

▼
支
給
額

　
　

子
ど
も
一
人
に
つ
き

　
　
　
　

月
額
１
３
、０
０
０
円

　

※
平
成
23
年
6
月
の
現
況
届
の

提
出
は
不
要
で
す
。

　

h
子
育
て
支
援
課

　
　

f（
２
５
）８
１
３
６

　子どもが、心身ともに健やかに生まれ育つことは、
市民すべての願いです。
　未来を担う子どもたちが、家庭や地域において、豊
かな愛情に包まれてのびのびと育つことのできる環境
づくりに取り組みましょう。

平
成
23
年
度
の

　
　

子
ど
も
手
当

４
〜
９
月
分
は
22
年
度
と
同
額
に

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は

「
親
密
な
」
関
係
に
あ
る
男
女
間
で
振
る
わ
れ
る
暴

力
を
い
い
ま
す
。「
親
密
な
」
関
係
に
は
、
夫
婦
だ

け
で
な
く
、
恋
人
や
同
棲
相
手
、
元
夫
婦
や
別
れ
た

恋
人
も
含
み
ま
す
。

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
を
す
る
親
を
、
側
面
か
ら
見
た

場
合
、
Ｄ
Ｖ
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
多
く
が
子
ど
も
の
前
で
暴
力
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
こ
と
が
子
ど
も
自
身
へ
の
心
理
面
に
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
暴
力
が

及
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
Ｄ
Ｖ
」「
子
ど
も
へ
の

虐
待
」
は
表
裏
一
体
で
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
が
多
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

　

殴
る
、
蹴
る
、
首
を
絞
め
る
な
ど
。

「
出
て
行
け
」
「
口
答
え
す
る
な
」
と

怒
鳴
る
、
無
視
す
る
な
ど
。　

無
理
や
り
性
交
渉
を
さ
せ
ら
れ
る
、
望
ま

な
い
妊
娠
や
中
絶
を
強
要
す
る
な
ど
。

生
活
費
を
渡
さ
な
い
、
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル

に
の
め
り
こ
み
浪
費
を
重
ね
る
な
ど
。

子
ど
も
に
暴
力
を
見
せ
る
、
子
ど
も
を

危
険
な
目
に
合
わ
せ
る
な
ど
。

・
夫
は
、
妻
に
暴
力
を
振

る
う
と
と
も
に
子
ど
も

に
も
暴
力
を
振
る
う
。

・
暴
力
を
振
る
わ
れ
る
母

が
行
き
場
を
な
く
し
、

子
ど
も
に
暴
力
を
振

る
っ
て
し
ま
う
。

・
両
親
の
暴
力
現
場
と
愛

着
の
繰
り
返
し
を
見
続

け
る
こ
と
で
情
緒
不
安

定
に
な
る
。

・
暴
力
を
見
て
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
暴
力
を

学
ん
で
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
。

・
Ｄ
Ｖ
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
で
、
精
神
的
に
不
安

定
な
状
態
が
続
き
、
不

登
校
や
成
績
低
下
、
家

出
、
非
行
な
ど
の
状
態

を
引
き
起
こ
す
可
能
性

が
あ
る
。

ＤＶの種類

子どもへの影響

●
身
体
的
暴
力

●
心
理
的
暴
力

●
性
的
暴
力

●
経
済
的
暴
力

●
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
暴
力

●
暴
力
の
世
代
間
連
鎖

●
直
接
的
な
Ｄ
Ｖ
被
害

●
暴
力
を
目
撃
し

　
　

情
緒
不
安
定
に

●
安
全
な
生
活
や
発
達

　

が
保
障
さ
れ
な
い

が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

Ｄ
Ｖ

紙ごみ減量標語応募作品 「プリントも　役目をはたせば　資源ゴミ」　内藤　百香（今　津）
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ごみ減量
大作戦

震
災
に
便
乗
し
た

　
 

悪
質
商
法
に
注
意
！

h
生
活
相
談
課　
　

A（
２
５
）８
１
２
５

　

大
規
模
な
地
震
の
後
に
は
、
地
震
災
害
に
便
乗
し

た
悪
質
商
法
が
横
行
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
被
災
地
だ

け
で
な
く
他
の
地
域
で
も
発
生
し
ま
す
。

　

耐
震
診
断
・
耐
震
工
事
や
、
停
電
へ
の
不
安
に
乗

じ
た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
訪
問
販
売
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
押
し
か
け
て

き
て
、
し
つ
こ
く
勧
誘
す
る
業
者
に
は
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
契
約
を
勧
め
ら
れ
て
も
、
そ
の
日
そ
の
場

で
契
約
し
な
い
で
、
十
分
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。　

○
公
的
機
関
を
思
わ
せ
る
名
称
で
「
家
屋
の
診
断
を
し

ま
す
」
と
訪
問
し
て
き
た
男
性
に
、
高
額
な
耐
震
工

事
を
勧
め
ら
れ
た
。

○「
被
災
地
に
送
る
た
め
に
古
い
布
団
を
集
め
て
い
る
」

と
訪
問
し
て
き
た
の
で
、
布
団
を
見
せ
る
と
「
い
い

布
団
な
の
で
打
ち
直
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
高
額
な

布
団
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
勧
め
ら
れ
た
。

○
「
北
海
道
産
の
カ
ニ
を
半
額
で
買
わ
な
い
か
。
売
上

金
の
一
部
を
震
災
の
義
援
金
に
す
る
」
と
電
話
勧
誘

が
あ
っ
た
。

○ 

「
被
災
地
へ
の
義
援
金
と
し
て
、
貴
金
属
の
売
却
代

金
を
寄
付
し
た
い
。
貴
金
属
を
売
っ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

便
乗
商
法
が
疑
わ
れ
る
事
例

h環境政策課　ごみ減量推進室　f（２５）８１２３

　

高
島
市
の
ご
み
分
別
は
「
燃

え
る
ご
み
」
と
「
燃
え
な
い
ご

み
」
で
す
。

　

な
ん
で
も
「
市
指
定
の
ご
み

袋
」
に
入
れ
て
捨
て
れ
ば
大
丈

夫
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
っ
か
り
あ
な
た
の
手
で

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
資
源

に
な
る
ご
み
」
に
分
別
し
て
く

だ
さ
い
。

分
別
は
あ
な
た
の
手
で

ごみ分別

燃
え
る
ご
み

燃
え
な
い
ご
み

燃
や
せ
る
ご
み

資
源
に
な
る
ご
み

高島市ごみ減量大作戦
推進協議会

高島市ごみ減量
フォーラム

▼日　時
　５月29日（日）
　　13時30分～
▼場　所
　高島市民会館
▼内　容
　・ゴミ処理の現状
　　（映像）
　・紙ごみ減量標語
　　表彰式
　・講演会など

　市では今年度から3年
間、「高島市ごみ減量大
作戦～紙ごみ減量プロ
ジェクト～」を実施しま
す。この事業は皆さんの
協力がなければ成功しな
いことから、区・自治会・
企業、事業所、教育機
関・その他各種団体等を
結集した「高島市ごみ減
量大作戦推進協議会」を
発足します。今回、設立
にあわせ、高島市ごみ減
量フォーラムを開催しま
す。

分
別
ご
と
に
ヒ
モ
で
十

文
字
に
縛
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

新　

聞

新
聞
と
チ
ラ
シ
（
新
聞
配

達
で
投
函
さ
れ
た
も
の
）

ダ
ン
ボ
ー
ル

断
面
が
波
状
に
な
っ
て
い

る
も
の

そ
の
他
古
紙

雑
誌
・
食
品
等
の
容
器
の

箱
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
書

籍
・
図
書
・
封
筒
な
ど

中
身
の
見
え
る
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
紙

細
か
く
切
断
し
た
も
の

紙素材
飲
用
紙
パ
ッ
ク

「
①
水
洗
い
を
し
、
②
開
い
て
、
③
乾
か
し
て
」
か
ら
、

十
文
字
に
ヒ
モ
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　
　

 

マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
水
洗
い
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

古　

着

服
と
し
て
再
利
用
で
き
る
も
の

中
身
の
見
え
る
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　この事業の成功のカ
ギを握るのは皆さんの
ご協力です。ぜひご参
加ください。

　

あ
な
た
の
ひ
と
手
間
で
、

「
ご
み
減
量
」
が
実
現
で
き

ま
す
。

紙ごみ減量標語応募作品 「おかしばこ　たたんでたばねて　リサイクル」　鎌田　菜那（新　旭）

体力テスト紹介Part ２

　今回は、新体力テストの中から３項目をご紹介。各年齢共通の項目「長座体前屈」
と年齢区分のある「反復横とび」「開眼片足立ち」です。
　皆さんぜひやってみて、自分の体力年齢を調べてみましょう。

始めの姿勢をとったときの箱の手前右または左
の角にものさしの零点を合わせて置きます。

～自分の体力年齢に興味をもちましょう～

中央ラインをまたい
で立ち、「始め」の合
図で右側のラインを越
すか、または、踏む
までサイドステップし
（ジャンプしてはいけ
ない）、次に中央ライ
ンにもどり、さらに左
側のラインを越すか触
れるまでサイドステッ
プします。

上記の運動を20秒間
繰り返し、それぞれの
ラインをまたいだ回数
を数えます。

始めの姿勢は、両脚を箱の間に入れ、長座姿勢をとります。
壁に背・尻をぴったりとつけます。肩幅の広さで両手のひらを下にして、
手のひらの中央付近が厚紙の手前端しにかかるように置き、胸を張って両
肘を伸ばしたまま両手で箱を手前に十分引きつけ、背筋を伸ばします。

長座体前屈

１

２

２

１

年齢 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74 75-79

長座体前屈
（cm）

男 46.5 44.0 42.9 41.9 41.4 40.8 40.2 39.4 38.3 37.6 36.8 34.7
女 45.6 44.8 43.7 43.6 43.4 43.3 42.9 42.2 41.6 40.9 39.5 37.6

反復横とび
（回）

男 52.9 51.1 49.4 48.2 47.3 46.0 44.0 40.9 37.9
女 43.7 42.6 42.1 42.4 41.9 41.0 39.0 36.5 33.3

▼全国平均値

h市民スポーツ課　f（32）4459

両手を厚紙から離さずにゆっくりと前屈し
て、箱全体を真っ直ぐ前方にできるだけ遠
くまで滑らせます。このとき膝が曲がらな
いように注意します。

始めの姿勢から最大前屈時の箱の移動距離
をものさしから読み取ります。

支持足が決まったら
両手を腰に当てて、
「片足をあげて」の
合図で片足立ちの姿
勢をとります。

片足立ちの持続時間
を計測します。

素足で行います。

両手を腰に当て、ど
ちらの足が立ちや
すいかを確かめるた
め、片足立ちを左右
について行います。

開眼片足立ち
１

３

４

年齢 65-69 70-74 75-79

開眼片足立ち
（秒）

男 82.0 67.2 48.4
女 77.5 60.3 40.7

２

３

４

反復横とび （65歳～ 79歳）（20歳～ 64歳）

（共  通）

“運動しよう”

1m 1m
中央

★足の高さは5cm以上です。

紙ごみ減量標語応募作品 「ゴミだけど　行き先かえれば　しげんだよ」　川島　浩平（新　旭）
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●マキノ保健センター
●安曇川保健センター
●高島保健センター

●今津保健センター
●朽木保健センター
●新旭保健センター

… f（27）1128
… f（32）4413
… f（36）8008

… f（22）5101
… f（38）3111
… f（25）8110

連　絡　先
各種健診や食に関する相談、健康に関することなどお気軽にお電話ください。（平日8時30分～17時15分）

（朽木支所）

健康相談や乳幼児の健診などの日程は、「たかしま健康だより」か市のホームページをご覧ください !

　

市
で
は
、
食
育
活
動
を
推
進
し

て
い
る
地
域
の
団
体
、企
業
、学
校
・

行
政
な
ど
の
公
的
機
関
、
個
人
等

が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
知

識
や
技
術
を
活
か
し
な
が
ら
、
様
々

な
人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
た
食

育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
活
動
内
容
ご

と
に
登
録
し
、
連
携
を
し
な
が
ら

食
育
に
関
す
る
自
主
活
動
、
相
互

間
の
交
流
、
協
力
、
情
報
の
交
換

等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

高
島
市
食
育
推
進
計
画
「
食
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
」

　

趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る

地
域
の
団
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

学
校
、
個
人
の
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

登
録
に
関
す
る
趣
旨
、
手
順
、

登
録
申
込
書
等
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
健
康
推
進
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

h
健
康
推
進
課

　
　

f（
２
５
）８
０
７
８

成分献血にご協力ください！
　採血時間が１時間ほどかかりますが、必要な成分
だけ抜き取り赤血球等は採血者に返されるため体の
負担が少なくすみます。事前予約が必要です。

▼対　象　18歳～69歳の方（初めての方は40歳まで）
▼日　時　５月13日（金）
　　　　　10時・11時・13時・14時
▼会場・予約先　今津保健センター
　　　　　　　　f（22）5101

　１月から実施している子宮頸がん予防ワクチン接種
について、ワクチンの供給不足により接種できないま
ま対象年齢を超え高校２年生になられた方に対し、次
のとおり接種期間を延長することになりました。

高校２年生の方へ！
子宮頸がん予防ワクチン接種期間を延長

《延長内容》
　・９月30日（金）までに１回目の接種（無料）を　
　済まされた場合は、２回目、３回目も無料。　
平成24年3月31日までに3回目の接種を終
えられる方に限ります。

　h健康推進課　f（25）8078

食育ネットワーク
の区分ごとの活動

内容

「野菜たっぷり店」登録店募集！
　住民の方々の健康づくりを応援する取り組みをし
ているお店を登録する制度です。高島市内の飲食店
限定で登録は無料です。まずは、ご相談ください。
　h滋賀県高島保健所　健康衛生課
　　f（22）2526 

市
民
と
の
協
働
で
、
食
育
運
動
を
展
開

①
郷
土
の
料
理

②
発
酵
食
品
・
料
理

③
行
事
食

伝
え
隊

高
島
の
食
文
化
の
継
承

賛
同
者
を
大
募
集
！

内容 目的

①
農
業
体
験

②
山
村
の
暮
ら
し
体
験

③
湖
魚
の
料
理

体
験
隊

体
験
活
動
の
推
進

目的内容

内容 目的

目的

①
エ
コ
活
動
の
普
及

②
ご
み
減
量
大
作
戦

内容

応
援
隊

環
境
に
配
慮
し
た
暮

ら
し
の
推
進

内容 目的

①
サ
バ
イ
バ
ル
ク
ッ

キ
ン
グ

②
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

目的

備
え
隊

内容

防
災
意
識
の
向
上

①
食
の
情
報
発
信

②
食
の
イ
ベ
ン
ト
発

信 発
信
隊

情
報
の
発
信

①
子
ど
も
の
食
育

②
大
人
の
食
育

③
高
齢
者
の
食
育

教
え
隊

健
全
な
食
生
活
の
実
現

（ ）

紙ごみ減量標語応募作品 「ゴミ袋から　紙をさがせば　ゴミ半減」　兵頭　寿樹（マキノ）
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健康、福祉、介護
などの相談をお受
けしています。

朽　木
安曇川
高　島

h北  部  地域包括支援センター
　　　　　　　　f（22）0193
h北  部  健康福祉センター
　　　　　　　　f（22）5101

h南  部  地域包括支援センター
　　　　　　　　f（32）2520
h南  部  健康福祉センター
　　　　　　　　f（32）4413

マキノ
今　津
新　旭

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
若
い
人
か
ら
年
配
の
人
ま
で
、
男
女
を

問
わ
ず
手
軽
に
始
め
ら
れ
る
運
動
で
す
。

　

そ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
効
果
が
さ
ら
に
高
ま
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
ス
タ
イ
ル
「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

両
手
に
専
用
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
こ
と
で
す
。
ポ
ー
ル
を
使

う
こ
と
で
正
し
い
姿
勢
が
保
持
で
き
、
さ
ら

に
脂
肪
燃
焼
も
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
仲
間
と
楽
し
く
ポ
ー

ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

５
月
か
ら
各
地
域
で
介
護
予
防
の
た
め
の

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
や
出
前
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　

教
室
に
つ
い
て
は
、
後
日
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、 

各
保
健
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
健
康
推
進
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
は

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

　

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

効　果

フォーム
　  の
ポイント

ス
ス
メ

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

・ポールの高さ合わせ
（肘が直角になる高さ）
・ポールを握った状態
ではなく手をグリッ
プに乗せた状態で直
角に合わせましょ
う。

・姿勢がよくなる。
・足腰への負担が軽減する。
・転倒予防と身体バランスの
改善、筋バランスの改善
ができる。

・起立と歩行が安定する。
・骨粗しょう症の予防ができ
る。

・全身運動ができ、代謝がよ
くなる。

・あごは引いて目線は
15m先を見る。
・肩の力を抜いて腕は
自然に前後に振る。
・背中を伸ばす。
・歩幅はやや広く。
・かかと付近にポール
を付く。

紙ごみ減量標語応募作品 「紙ごみを　減らす配慮に　出す遠慮」　宮田　渚（今　津）
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口座振替が便利でお得！
　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
保
険
料
が
自

動
的
に
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
の
で
、

金
融
機
関
へ
行
く
手
間
が
不
要
で
、
納

め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保

険
料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
し
す
る
こ

と
に
よ
り
、月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
「
早

割
制
度
」
や
、
現
金
納
付
よ
り
割
引
額

が
大
き
い
「
６
か
月
前
納
」、「
１
年
前

納
」
の
制
度
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご
希
望
の

金
融
機
関
ま
た
は
大
津
年
金
事
務
所
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼日　時　５月26日（木）
　　　　　　10時～16時
▼場　所　今津支所
▼申込先
　◎大津年金事務所
　　f077（521）1489
　　　平日８時30分～17時
　※この電話では予約以外のご用

件はお受け出来ません。
　※定員になり次第、締め切ります。

 一日年金相談所

お気軽に
ご利用く
ださい！

●
申
請
免
除
制
度
…

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
申
請
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

申
請
免
除
制
度
に
は
、
保

険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る

「
全
額
免
除
」
と
、
保
険
料
の

一
部
を
納
付
し
、
残
り
の
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
「
一
部

納
付
」
が
あ
り
ま
す
。
一
部

納
付
に
は
、
４
分
の
１
納
付
、

半
額
納
付
、
４
分
の
３
納
付

の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
は
、
申
請
者
本
人
・

配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
の
審
査
を
行
い
、
一
定

額
以
下
の
場
合
に
承
認
さ
れ

ま
す
。

●
特
例
免
除
制
度
…

　

ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を

理
由
と
し
た
特
例
免
除
制
度

も
あ
り
ま
す
。
申
請
す
る
年

度
ま
た
は
前
年
度
に
退
職（
失

業
）
の
事
実
が
確
認
で
き
る

場
合
に
対
象
と
な
り
、
失
業

さ
れ
た
方
の
所
得
を
除
外
し

て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
…

　

他
に
も
、
30
歳
未
満
の
方

が
対
象
の
「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
申

請
者
本
人
・
配
偶
者
の
前
年

の
所
得
の
審
査
を
行
い
（
世

帯
主
の
所
得
は
審
査
の
対
象

外
で
す
。）
一
定
額
以
下
の
場

合
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま

に
し
て
お
く
と
「
も
し
も
」

の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は

最
寄
り
の
支
所
窓
口
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

h
保
険
年
金
課

　
　

f（
２
５
）８
１
３
７

国民年金保険料の納付

国民年金保険料の免除・猶予制度
知っていますか？

項　　　目 医療給付費分 後期高齢者
支援金分 介護納付金分

①所得割額 5.3％ 1.5％ 1.4％
②資産割額 20％ ７％ ７％
③均等割額 23,800円 6,800円 9,000円

④平等割額
特定世帯
以外 19,400円 5,600円 5,200円

特定世帯 　9,700円 2,800円 －
課 税 限 度 額  50万円→51万円 13万円→14万円 10万円→12万円
対象となる方 ０歳以上75歳未満 ０歳以上75歳未満 40歳以上65歳未満

平成23年度国民健康保険税の税率
法律改正により、下記のとおり課税限度額を引き上げる

こととなりました。　　　　　h税務課　f（25）8116

紙ごみ減量標語応募作品 「利用価値　活かすも捨てるも　人の知恵」　横井　とゑ（安曇川）

糖
尿
病
教
室

h
公
立
高
島
総
合
病
院　

f（
３
６
）
０
２
２
０

▼時　間　14時～15時（予定）
　　　(9月15日・3月15日のみ12時～13時)
▼場　所　公立高島総合病院３階会議室
▼持ち物　糖尿病治療のための食品交換表・筆

記用具
※都合により内容・日時などを変更する場合
があります。その都度お知らせしますので
ご了承ください。
※食品交換表をお持ちでない方は、当日販売
します。(945円)
※ご不明な点があれば、内科外来または栄養
管理室へお問い合わせください。

看
護
の
日
の
イ
ベ
ン
ト

　毎年恒例の看護の日のイベント
を５月12日（木）に開催します。

▼内　容
　・身体測定（身長、体重、血圧）
　・妊婦体験　　　・骨塩定量
　・健康相談　　　・栄養相談
　・薬剤相談　　　・川柳の展示
　・子ども達による「私の家族は
　　看護師さん」の絵の展示

▼時　間
　　９時～15時

▼場　所
　　公立高島総合病院
　　　正面玄関ホール

４月１日付で常勤医師が就任しました。

　毎年５月12日は「看護の日」
となっています。
　由来は近代看護を築いたフロー
レンス・ナイチンゲールの誕生日
にちなみ、５月12日に制定され
ました。
　そして、12日を含む週の日曜
日から土曜日までが「看護週間」
となり気軽に看護にふれていただ
ける楽しい行事が全国各地で行わ
れます。

看護の日ってなに？？

就任医師の紹介

小児科

医師木下　典子

今年も開催！ 平成23年度

※下線なし…医師・看護師・薬剤師・臨床検査技師・
　　　　　　理学療法士・歯科衛生士が担当
※下線あり…管理栄養士が担当

○第１回　４月21日(木)
　　糖尿病について・食事療法について
○第２回　５月19日(木)
　　糖尿病治療に使う薬
　　あなたに必要なエネルギー
○第３回　６月16日(木)
　　糖尿病から足をまもる
　　食品交換表の使い方①
○第４回　７月21日(木)
　　運動療法について
　　食品交換表の使い方②
○第５回　８月18日(木)
　　糖尿病と歯の衛生・間食について
○第６回　９月15日(木)
　　食事会(予約制　12時～)
○第７回　10月20日(木)
　　糖尿病の検査
　　「食事のかたちで」バランスよく
○第８回　11月24日(木)
　　糖尿病と心筋梗塞・献立を立ててみよう
○第９回　12月15日(木)
　　糖尿病と網膜症・おせち料理について
○第10回　１月19日(木)
　　糖尿病と腎臓疾患・蛋白質の摂り方について
○第11回　２月16日(木)
　　糖尿病と脳血管障害
　　上手な塩分の減らし方
○第12回　３月15日(木)　
　　食事会(予約制　12時～)　

地域の皆さん、患者さん、ご家族の皆さん
たくさんの方のお越しをお待ちしています。

紙ごみ減量標語応募作品 「分別を　守って得する　税の無駄」　伊藤　正江（安曇川）
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　５月11日（水）から20日（金）までの
10日間、春の全国交通安全運動を実施し
ます。
　この交通安全運動では、次の４点に重点
をおいて実施します。

１．子どもと高齢者の交通事故防止

２．自転車安全利用の推進

３．全席シートベルト・
　　チャイルドシート着用徹底

４．飲酒運転の根絶

【交差点での事故多発】
　新旭町饗庭の木津交差点は、３月５日に
も交通死亡事故が発生するなど、過去10
年間に16件の人身事故が発生していま
す。しかも、その大半が昼間に起こってい
ます。信号の変わり目における交差点への
無謀な進入が交通事故の発生につながって
います。青信号の時のみ通過するよう心掛
けましょう。

　h交通対策課
　　f（22）0058

　狂犬病の集合予防注射（２次）を次の日
程で行います。
※①日程と②担当獣医師（敬称略）

《今津地域》
　①５月20日（金）13か所
　②松田　敏廣［松田動物病院］
《高島地域》
　①５月24日（火）13か所
　②長宗多加江［ときわの森動物病院］
《新旭地域》
　①５月25日（水）13か所
　②河南　明孝［あど動物病院］
《安曇川地域》
　①５月26日（木）12か所
　②上野喜美代［あさひ動物病院］
《マキノ地域》
　①５月27日（金）12か所
　②長宗多加江［ときわの森動物病院］
《朽木地域》
　①６月３日（金）10か所
　②松田　敏廣［松田動物病院］

　詳細な日程について
は、高島市ホームペー
ジをご覧いただくか、
お問い合わせください。

　h環境政策課　f（25）8123

　全国には約23万人、そのうち高島市内には162人の民
生委員児童委員が日頃から地域に根差した活動を展開して
います。
　子育てや高齢者介護などでお困りの時は、一人で悩まず
お近くの民生委員児童委員に気軽に相談してください。民
生委員児童委員の名前や連絡先は、各地域の保健センター
または市役所社会福祉課までお問い合わせください。

　h高島市民生委員児童委員協議会連合会
　　　（事務局：社会福祉課）
　　　f（25）8120

　今春、大学・大学院・短大・高専・専修学校（専門課程）
に進学された方を対象に、奨学金の申し込みを受け付けて
います。
　奨学金を希望される方は、在学している学校の奨学金窓
口までお申し出ください。
※海外留学や短期留学のための奨学金もありますので、在
学中の大学や出身校にお問い合わせください。

　h学校教育課　f（32）4473

　大津地方法務局高島出張所が所管してい
た会社・法人に関する登記事務は、７月
25日(月)から大津地方法務局登記部門で
取り扱われます。
　なお、不動産（土地・建物等）登記事務
については変更ありません。

　h大津地方法務局登記部門
　　f077（522）4671・4738

　地域の団体から「高島市男女共
同参画プラン」に沿った男女共同
参画社会推進事業の企画（講演会、
ワークショップ、研修会、情報交
換会などの啓発事業）を募集して
います。審査を経て企画が選定さ
れた団体には、その企画に関する
業務を委託します。
　
▼委託契約限度額　
  　30万円（税込）

▼対象団体　
　高島市を主な活動地域として男
女共同参画社会の実現に向けた活
動（営利目的を除く）を行ってい
る団体（１団体）

▼公募期間
　５月２日（月）～６月１日（水）

▼提出書類
　事業計画書、事業費概算書、　
団体概要書
※様式は市民活動支援課に備え付
けまたは市ホームページに掲載

▼事業実施期間
　　平成23年８月１日（月）
　　～平成24年３月31日（土）

　h市民活動支援課
　　f（25）8526

お知らせ

年に１回、
愛犬の予防注射を忘れずに

５月12日は「民生委員児童委員の日」

募　集

男女共同参画推進事業の
企画募集

日本学生支援機構の奨学金申込受付

５月は「赤十字運動月間」

商業・法人登記事務の取扱機関が
変わります

５月11日から実施
「春の全国交通安全運動」

　日本赤十字社では、国際救援活動をはじめ、救護活動や血
液事業などの事業を行っています。
　事業を遂行するための活動資金の協力をしていただける社
員を募集しています。ぜひご賛同のうえ赤十字活動にご協力
ください。
（義援金の募集ではありません。）

▼募集期間　５月１日（日）～31日（火）

　h・i社会福祉課　f（25）8120
　　または各保健センター　（朽木地域は支所）
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募　集

　ワードとエクセルの4回連続
講座です。

≪ワード講座≫
・日　時　5月14日から6月4日
　　　　　までの各土曜日
　　　13時～15時（全4回）

・対　象
　入力およびマウス操作ができる方
・定　員　10人（申込順）
・受講料　各回1,000円
　（別途テキスト代1,000円）

≪エクセル講座≫
・日　時　5月14日から6月4日
　　　　　までの各土曜日
　　　19時～21時（全4回）

・対　象　データ入力ができる方
・定　員　10人（申込順）
・受講料　各回1,000円
（別途テキスト代1,000円）

▼場　　所　働く女性の家
▼申込方法　電話・ファックス
　受付時間　9時～21時（火～土曜日）
※日・月曜日はファックスのみ

　h・i働く女性の家　
　　f/g（22）5775

　生きる希望や気力を失いつつ
ある人に、再び生き抜いていく
勇気を持っていただくために、
受話器を握るボランティアのひ
とりになりませんか。

▼開講期間
　平成23年9月～平成25年3月

▼募集人員
　30人

▼応募資格
20歳以上の心身共に健康な
方

▼受 講 料
　1年次  34,000円
　2年次  12,000円

▼申込締切
　８月10日（水）
 
　※詳細は、事務局にお問い合

わせください。

　h・iＮＰＯ法人
　　　滋賀いのちの電話事務局
　　f/g077（552）1281

▼日　　程
①フォークリフト技能講習
・日時　６月17日（金）
　　　　～24日（金）
　　　　　　８時～17時
・場所　クレフィール湖東

　　　　（東近江市）
・定員　20人
　　　　（普通自動車免許保持者）
・締切　６月１日（水）

②オフィスクリーニング
　技能講習
・日時　６月28日（火）
　　　　～７月７日（木）
　　　　　　10時～16時
・場所　滋賀ビル
　　　　（ＪＲ大津駅前）
・定員　20人
・締切　６月14日（火）

③介護員（ヘルパー２級）
　養成講習会

・日時　７月４日（月）
　　　　～11月18日（金）
　　　　　9時30分～16時30分
・場所　龍谷大学（大津市）
・定員　40人
・締切　６月21日（火）
　　※定員超過のときは抽選
　　※詳細は、お問い合わせく
　　　ださい。
　
▼対　　象　
　55歳から65歳までの滋賀
県内在住者で、ハローワークに
求職登録されている方
　
▼参 加 費　無料

　h・i滋賀県シルバー
　　　　人材センター連合会
　　f077（525）4128

▼日　　時
　①６月12日、②６月19日、
　③７月10日、④７月24日
　いずれも日曜日
　　10時～正午
▼場　　所
　　新旭公民館
　　※②はしんあさひ風車村
▼内　　容
　①写真の基礎、②撮影会、
　③アドバイス、④作品仕上げ
▼応募資格
　高島市に在住または通勤・通
学する高校生以上の写真愛好者
▼受 講 料　1,000円
　　※実習材料費は受講者負担
▼申込締切　５月25日（水）
　
　h高島市美術協会（熊谷さん）
　　f（36）0718
　i藤樹の里文化芸術会館
　　公開講座係
　　f（32）2461
　　g（32）2460

▼日　　時　年間８回（土曜日開催）
　　　　　　第１回目は５月28日（土）　10時～11時30分
▼場　　所　マキノ児童館
▼内　　容　フラワーアレンジメントや生け花など、様々な手法で
　　　　　　お花を楽しみます。
▼対 象 者　市内在住の小学生
▼定　　員　20人（申込順）
▼材 料 費　１回５００円
▼申込締切　５月13日（金）
▼申込方法　電話・ファックス

　h・iマキノ児童館
　　f（27）8187　g（27）8178

▼日　　程
　5月7日（土）、15日（日）、
　21日（土）、29日（日）
　①９時30分～10時30分
　②10時45分～11時45分 

▼場　　所
　今津東コミュニティセンター
▼内　　容
日本で10年以上の指導経験
を持つイギリス出身の講師と
気軽に英会話を楽しめます。

▼参 加 費　（会員）200円
　　　　　　（一般）500円
▼定　　員
　各回10人程度（先着順）
▼申込方法
　電話・ファックス・メール

　h・i高島市国際協会事務局
　　f（20）1180
　　g（20）1182
　　jtifa@ares.eonet.ne.jp

≪和みのヨーガ講座≫
　自然治癒力を高めるやさしい
ヨーガです。

▼日　　時　毎月第３木曜日
　　　　　　10時～正午
　　　　　　５月19日
　　　　　　～翌年３月15日
　　　　※１回のみの参加も可

▼場　　所　働く女性の家
▼定　　員　９人
▼受 講 料　月額2,000円
　　　　　（アロマオイル代込）
▼持 ち 物　水、バスタオル
　　（お持ちの方は５本指靴下）
▼申込方法　電話・ファックス
　　受付時間　９時～21時　

　（火～土曜日）
※日・月曜日はファックスのみ

　h・i働く女性の家　
　　f/g（22）5775

英語国際交流サロンゆめぱれっとチャレンジ
支援制度開催講座

暮らしや仕事に活かせる
「パソコン講座」

滋賀いのちの電話
「電話相談員養成講座」 シニア対象『技能講習会』高島市美術協会公開講座

（写真の部）
『お花に親しもう』
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《ハンカチノキ祭り》
・日　時
5月1日から1か月間の土、日、
祝日

・場　所　森林公園くつきの森
・内　容
期間中の土、日、祝日は午前
と午後に森の散策を開催しま
す。また、15日（日）には
ユリノキ広場でエコフリー
マーケットを開催。（雨天時
は22日（日）に変更）

・参加費　２００円
　　　　（自然環境維持管理費）
※詳細は、森林公園くつきの森の
ホームページをご覧ください。

《森の癒し体験》
・日　時　５月26日（木）
　 　　　　10時～13時
・場　所　森林公園くつきの森
・内　容
セラピーロードの散策とユリ
ノキ広場で楽しむヘルシーラ
ンチ

・定　員　20人
　　　　　（最少遂行人数10人）
・参加費　1,800円
　　　　　（昼食代含む）

▼募集期間
　５月19日（木）まで
▼申込方法
　ファックス・メール

イベント名、参加者の氏
名・年齢、電話番号、住
所を明記

　h・i森林公園くつきの森
    NPO法人麻生里山センター
　　f（38）8099
　　g（38）8012
　　jasosatoyama@zb.ztv.ne.jp

　難病といわれる病気は、５千
から７千あると言われていま
す。多くの方々に難病について
理解を深めていただくために開
催します。
▼日　時
　５月14日（土）
　　13時30分～15時30分
▼場　所
　滋賀県立成人病センター
　（守山市）
▼定　員
　100人
▼参加料　無　料

　h特定非営利活動法人　
　　　滋賀県難病連絡協議会
　　f077（510）0703

　弁護士が相談をお受けし、問
題解決のための助言を行います。
▼日　　時　５月21日（土）　
　　　　　　　13時～17時
▼場　　所
　今津東コミュニティセンター
▼相談時間　１時間以内
▼定　　員
　４人（予約制・申込順）
　h・i生活相談課
　　f（25）8125

▼日　時
　５月28日（土）
　　　13時30分～16時
▼場　所　
　滋賀県立男女共同参画セン
　ター（近江八幡市）
▼内　容
　・講　演
　　「大腸がん　検査と治療」
　・体験談「たのしく生きる」
▼対　象
　オストメイトとその家族
▼その他
　入場無料、参加自由
　※オストメイトとは、がん等

で人工ぼうこう、人工肛門
を保有した方

　h（社）日本オストミー協会
　　　滋賀支部（谷口良雄さん）
　　f077（562）1773

　行政に関わる相談を、行政相
談員がお受けし、問題解決に向
け関係行政機関につなげます。
▼日　　時　５月27日（金）　
　　　　　　　13時～16時
　（受付時間：13時～15時）
▼場　　所
　安曇川ふれあいセンター

　h生活相談課
　　f（25）8125

　いじめ、虐待、パートナーか
らの暴力、不当な差別問題や家
庭内、職場内、隣近所での問題
などについて、人権擁護委員が

相談をお受けします。
▼日　時　５月11日（水）
　　　　　　13時～16時
▼場　所　高島市役所本庁
　h人権施策課
　　f（25）8524

　ニート、ひきこもり、不登校
などで悩んでいるご本人やご家
族の方々の相談に応じます。ま
た、適切な支援機関の紹介や助
言のほか、来所相談（予約制）
も行っています
▼日　時　月～金曜日　９時～17時
▼場　所　安曇川支所（社会教育課内）
▼対象者
市内在住の概ね15歳～30歳
代の方やそのご家族

▼相談方法
　電話や来所等による相談
▼相談料　無料

　h子ども・若者総合相談窓口
（社会教育課内）

　　f（32）3824

　消費者と事業者との契約に関
するトラブルや、消費生活に関
してわからないことなど、消費
生活相談員がご相談をお受けし
ます。
▼日　時　5月9日（月）
　　13時30分～16時30分
▼場　所　高島市役所今津支所
▼その他　予約不要、先着順
※この日以外でも、市役所本庁
で消費生活相談窓口を開設
しています。

　h生活相談課
　　f（25）8125

　専門の女性カウンセラーが、
あなたにあった解決の手がかり
を一緒に考えていきます。
▼相談日・場所
　≪働く女性の家≫
　　5月11日（水）、14日（土）、
　　18日（水）
　　6月1日（水）、11日（土）、
　　15日（水）、22日（水）
　≪新旭公民館≫
　　5月25日（水）
　≪安曇川公民館≫
　　6月29日（水）
▼時　間
　13時30分～16時30分
　※相談時間は50分（予約制）
▼対象者　市内に在住または在

勤・在学の女性
▼申込先　
　申込専用電話　（22）4052
　（働く女性の家）
　　受付時間　９時～17時
　　　　　　　（火～土曜日）

　h市民活動支援課
　　f（25）8526 難病のつどい５・１４

オストメイトの社会適応
訓練講習会

（相談無料・秘密厳守）相　談

女性のための悩み相談室

催　し

森林公園くつきの森
の催し

消費生活出張相談

子ども・若者総合相談窓口地区別行政相談所多重債務者無料相談会

特設人権なんでも相談所

高島市民会館 第15回「琵琶湖周航の歌」
合唱コンクール

　h高島市民会館　f（22）1764

６/26日
全席自由
10時　開演

入場料金 500円

朽 木 資 料 館 朽木の生活文化を伝える

　h朽木資料館　f（38）2339

常設展示 　暮らしを支えた民具・木地師関連の資料、
朽木氏と陣屋関連の資料を展示
復元ロクロ展示

９時～16時30分
入 場 無 料
ただし5/5開館

月・火・祝日
休

山と湖の生活文化を伝える

　hマキノ資料館　f（27）1484

マキノ資料館

常設展示 　「稲作の今と昔」「山の仕事」「湖の仕事」「む
らの行事」「くらしとその道具」等の民具を展示
復元揚水機展示

９時～16時30分
入 場 無 料
ただし5/5開館

高島歴史民俗資料館 鴨稲荷山古墳・鴨遺跡・大
溝城を調べる

　h高島歴史民俗資料館　f（36）1553

常設展示
　近江の古墳時代を代表する鴨稲荷山古墳をは
じめ、平安時代の地方役所と推定されている鴨
遺跡・近世の水城大溝城出土古瓦等を展示

９時～16時30分 ▼コーナー展「速報　遺跡発掘」展示中～５/29

入 場 無 料
ただし5/5開館

文化情報を紹介するコーナーです。
皆さんの情報などを藤樹の里文化芸術会館（f32-2461）までお寄せください。
締め切りは毎月25日です。

　地元高島市をはじめ、滋賀県内、近畿地方、
石川、愛知、徳島、福井の各県から合唱団が
参加され、課題曲「琵琶湖周航の歌」と自由
曲で美しいハーモニーを競います。

月・火・祝日
休

月・火・祝日
休

湖西地域の文化情報

鑑 賞 無 料

ギャラリーＲ
リ プ ル

ＩＰＬ

　h今津ショッピングセンター　リプル
　　f（22）6500

9時30分～20時30分

「絵手紙作品展『講師　枩田トミ子』」
あすなろクラブ、ニコニコクラブ、
マキノ絵手紙サークル５/1日～31火

鑑 賞 無 料

ギャラリー 藤乃井

　h安曇川町田中426　f（32）0150
10時～17時30分
５/18水～24火 「アララギヒロシ油彩展」～江若エリヤを訪ねて～

傘寿記念ギャラリー 散歩路
み ち

　h今津町今津1589-1
　　f080（6182）1516

10時～17時30分

「水彩スケッチ、里の風展」

～６/９木
５/18水 滋賀県山里のスケッチ画

薮田　和義

ギャラリー Cafe Cozy

　h今津町舟橋2-8-10　f（22）1414鑑 賞 無 料火・休

10時～22時

※最終日　17時まで

「絵画展」
松本　敬三５/1日～15日

「漆蒔絵＆アートフラワー展」
伊庭盟代とゆかいな仲間

５/16月～29日
10時～22時

鑑 賞 無 料火・休

（ ）
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高島市公民館教室
　・講座受講生募集
高島市公民館教室
　・講座受講生募集

平成

年度
２３

・複数の教室にお申し込みできますが、各教室とも９人以下
の場合は開催できませんのでご了承ください。
・お申し込みの対象は、市内に在住・在勤・在学の方です。
・材料代・テキスト代等は別途自己負担となります。
・各教室とも受講年数は３年を限度とします。

教室
地域等 № 教　　　　室　　　　名 活　　　動　　　紹　　　介

マ

キ

ノ

1
基礎の基礎から始める家庭料理教室 活動日 6・7・9・10・11月の第2木曜日（5回） 時間 10:00～ 12:00

包丁も握ったことのない程の料理初心者向け料理
教室です。

場 所 マキノ土に学ぶ里研修センター 対象 18歳以上

年会費 500円 定員 15人

2
陶芸教室 活動日 6・7・8・9・10月の第2金曜日（5回）時間 10:00～ 12:00

自分で日常使う食器を作ってみましょう。
場 所 マキノ土に学ぶ里研修センター 対象 18歳以上

年会費 500円 定員 15人

3
ステンドグラス教室　　 活動日 6・7・8・9・10月の第2金曜日（5回）時間 13:30～ 16:30

プロの先生に教えてもらう本格ステンドグラス教
室です。

場 所 マキノ土に学ぶ里研修センター 対象 18歳以上

年会費 500円 定員 15人

4
もみじ学級（マキノ地域高齢者教室） 活動日 6・7・8・9・11月の第4木曜日（5回）時間 10:00～ 12:00

みんなとふれあい、語り合い、行動をともにして、
学びの場を通じていきがいを持ち続けましょう!

場 所 マキノ土に学ぶ里研修センター 対象 概ね70歳以上の方

年会費 500円 定員 22人

5
「お江」を訪ねるデジカメ教室 活動日 6・7・8・9・11月の第4金曜日（5回）時間 10:00～ 16:00
大河ドラマで話題沸騰の「お江」にゆかりのある
の県内史跡を訪ね、プロの写真家にデジカメ撮影
について学びます。

場 所 マキノ土に学ぶ里研修センター 対象 18歳以上

年会費 500円 定員 22人

今

津

6
ふるさと自然観察教室 活動日 6/8,7/15,9/15,10/12,11/15,3/23（6回） 時間 9:00～ 12:30
季節により、様々な姿を見せてくれる高島市内の
自然を観察するとともに、四季折々の風情も楽し
みます。

場 所 市内各地 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 22人

7
初めての手づくりパン教室 活動日 6/22,7/6,8/3,9/7,10/5,11/2（6回） 時間 9:30～ 13:30

パンづくりの基礎を学んでいただく初心者の方を
対象とした、パンづくり入門教室です。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 15人

8
薬膳料理を楽しむ会 活動日 6/24,8/26,10/28,12/16, 2/3（5回） 時間 9:30～ 13:00
健康に深くかかわる食事を、《季節・自生・地産》
と《見て・味わって・語らって》の三拍子そろっ
た生活文化の向上に活かしませんか。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 18歳以上

年会費 500円 定員 20人

9
絵本を人生の友達に 活動日 6/11,7/9,10/15,11/12,12/3,1/14（6回） 時間 9:30～ 12:00
絵本は、子ども時代・子育て時代・熟年時代の心
育てに深く関わることができます。より豊かな出
会いを求めて、その魅力を学びます。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 20人

10
親子お菓子づくり教室 活動日 6/11,7/9,10/15,11/12,12/3,1/14（6回） 時間 13:00～ 16:00
絵本を目と耳で楽しんで、お菓子を舌で味わう教
室です。親と子で絵本に出てくる美味しそうなお
菓子を実際に作ります。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 親子10組

年会費 1,000円 定員 20人

地域等 № 教　　　　室　　　　名 活　　　動　　　紹　　　介

今

津

11
そろばん教室 活動日 6/23～ 11/10の第2･4木曜日（10回）時間 9:30～ 11:30
昔学んだ「そろばん」をもう一度始めてみません
か。脳を活性化させ、脳の若さを保ちましょう。
初心者大歓迎。

場 所 今津公民館（今津北コミセン） 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 15人

12
高島の史跡と「100選」を訪ねる会 活動日 7/2,8/6,9/3,11/9（4回） 時間 9:30～ 13:00

市内にある史跡や日本の「１００選」を訪ねます。
カメラファンの方もぜひ参加ください。

場 所 市内各地 対象 18歳以上

年会費 500円 定員 22人

朽

木

13
朽木水彩画教室 活動日 6/10,7/8,9/9,10/14,11/18（5回）時間 10:00～ 15:00

まだまだ知られていない高島市のスポットを探訪
しながら、水彩画を一緒に描きませんか。

場 所 市内各地 対象 18歳以上

年会費 500円 定員 15人

14
イタリア料理教室 活動日 6/13,6/27,7/11　各月曜日（3回） 時間 10:00～ 13:00

本場のシェフから本格イタリア料理をおいしく楽
しく一緒に学んでみませんか。

場 所 朽木保健センター 対象 18歳以上

年会費 500円 定員 12人

15
音楽初心者教室 活動日 12/6,13,20　各火曜日（全3回） 時間 13:30～ 15:30
人生いろいろ音楽の楽しみ方もいろいろありま
す。聞く観るから作詞作曲歌うまで、一緒に楽し
く学びましょう。

場 所 やまびこ館 対象 18歳以上

年会費 500円　　　　　　 定員 15人

16
朽木木工教室 活動日 7月～10月の土曜日（全14回） 時間 10:00～ 15:00
間伐材、コア材、製材された材料を利用して簡単
なものから取り組みます。製作事例をやまびこ館
に展示中。

場 所 朽木中学校　木工教室 対象 中学生以上

年会費 1,000円 定員 10人

17
フラワーアレンジメント初心者教室 活動日 6/5,8/7,12/4　各日曜日（全3回） 時間 10:00～ 12:00
フラワーアレンジメントの、基本ラウンド型やア
ートフラワー、クリスマス用アレンジメントを学
びます。

場 所 朽木公民館 対象 中学生以上

年会費 500円 定員 20人

安

曇

川

18
自然ふれあい教室 活動日 6月～11月の第2土曜日（6回） 時間 13:30～ 16:00
『高島市内の初夏～初冬』季節の移り変わりを肌
で感じながら、動植物の生態系や歴史を学びませ
んか。

場 所 市内各地 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 15人

19
七宝焼き教室 活動日 6月～1月の第2・4木曜日（予定）（10回）時間 13:30～ 16:00
七つの宝石の美しさと、素晴らしさをあわせ持
つ、古くからの伝統工芸を次世代に引き継ぎまし
ょう。

場 所 安曇川公民館 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 20人

20
スイーツづくり教室 活動日 7月～12月の第1日曜日（6回） 時間 9:30～ 12:30

旬の『フルーツ』でスイーツ作りの基礎を習得し、
友だちづくりをしませんか。

場 所 安曇川公民館 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 15人

21
食べてげんき！ 家庭料理教室 活動日 6月～1月の第3木曜日（8回） 時間 9:30～ 12:30

郷土の料理を我が家の家庭料理として再確認し、
健康長寿の人生を送りましょう。

場 所 安曇川公民館 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 20人

22
リフォームソーイング教室 活動日 6月～1月の第2・4水曜日（12回）（8月休）時間 13:30～ 15:30
着物や洋服のリフォームでエコを・・・。今注目
の片づけ術「断捨離（だんしゃり）」で蘇らせま
しょう。小物から大作まで挑戦しましょう。

場 所 安曇川公民館 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 15人

23
木彫り教室 活動日 6月～11月の第2・4月曜日（10回） 時間 13:30～ 15:30

木版に彫刻刀で書や絵を彫り、インテリアとして、
世界にひとつしかない作品を飾ってみましょう。

場 所 安曇川公民館 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 15人

安
曇
川
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

24
やきもの教室 活動日 6月～2月の第1・3土曜日 時間 9:30～ 11:30

近江(信楽）が誇るやきもの文化を体験してみま
せんか？　あなたのオンリーワンを作陶しよう。

場 所 安曇川世代交流センター 対象 18歳以上

年会費 1,500円 定員 20人

25
太極拳教室 活動日 6月～8月の第2･4水曜日（6回） 時間 13:30～ 15:30

ゆったりとした動きと呼吸法で、体のバランスが
整えられます。健康な体づくりに、ぜひ、どうぞ。

場 所 安曇川世代交流センター 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 20人

26
ふるさと料理教室 活動日 7・9・10・11・1月の第4金曜日（5回）時間 9:30～ 13:00

豊かな自然の中で育った「旬」の地元産素材使っ
て、郷土の料理を学びましょう。

場 所 安曇川世代交流センター 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 20人

　高島市の各公民館で開催する平成23年度の教室・講座の受講生を募集します。食や
地域学習など生活に関連した講座も開設します。ふるってご応募ください。講座や教室
の内容など詳しくは各公民館までお問い合わせください。
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・複数の講座に申し込みできますが各講座とも９人以下の場
合は開講できませんのでご了承ください。
・お申し込みの対象は市内に在住・在勤の一般成人の方です。
・受講料は１講座１，０００円で、材料やテキストなどが必要な
場合は別途自己負担となります。

講座
地域等 № 教　　　室　　　名 活　　　動　　　紹　　　介

高

島

27
簡単よし笛教室 活動日 7月～11月の第1・3日曜日基本（全10回）時間 13:00～ 17:00

びわ湖群生の「葦」を加工して、素朴な楽器｢よ
し笛」づくりに挑戦しませんか。

場 所 高島公民館 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 １2人

28
燻製作り教室 活動日 平日、不定期（全6回） 時間 半日程度

楽しく、遊び感覚で「食」を通して自然とのかか
わりを学びます。

場 所 高島公民館 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 20人

29
木工教室 活動日 6月～11月の第1・3金曜日（全12回）時間 13:30～ 17:00

道具を使って、好きな作品を作ってみませんか。
場 所 高島公民館 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 15人

30
四コマ漫画教室 活動日 不定期（全体10回） 時間 不定期

漫画は、世界に誇れる日本の文化です。
楽しく、夢を空間に描いてみよう。

場 所 高島公民館 対象 小学5年生以上

年会費 1,000円 定員 15人

31
“戦国時代の北近江”について 活動日 全体5回（月1回） 時間 13:30～ 16:00
戦国時代の北近江を、城・城郭・陣屋などと共に
人物から探ります。
自由な発想で歴史学を楽しみます。

場 所 高島公民館 対象 18歳以上

年会費 500円 定員 20人

32
草木染教室 活動日 月1回　第1水曜日基本（10回） 時間 9:00～ 16:00

草木染めには、自然とふれあう心地よさ、自然の
色が織り成す不思議な魅力があります。

場 所 高島公民館 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 15人

新

旭

33
郷土史教室 活動日 6月～月1回　第3水曜日（7回） 時間 8:30～ 16:30

市内県内の史跡・文化財等を見学研修し、見聞を
広め教養を高めます。

場 所 新旭公民館　他 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 25人

34
健康料理教室 活動日 6月～月1回　第1土曜日（8回） 時間 9:30～ 12:30
生活習慣病を予防し健康な体を維持するために、
健康を考えた四季の献立でおいしい料理をつくり
ましょう。

場 所 新旭保健センター 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 15人

35
書道教室 活動日 6月～月2回　第1・3土曜日（１7回）時間 13:30～ 15:30

書道とは、書くことで文字の美しさを表そうとす
る表現芸術です。一緒に書を楽しみましょう。

場 所 新旭公民館 対象 小学生以上

年会費 1,500円（高校生以下500円） 定員 25人※子ども15人まで

36
トールペイント教室 活動日 6月～月2回　第1・3土曜日（１7回）時間 13:30～ 15:30
誰もが親しみやすく上手に描けるクラフトを楽し
みましょう。 
（※幼児の親子参加可）

場 所 新旭公民館 対象 小学生以上

年会費 1,500円（高校生以下500円） 定員 20人

37
パッチワーク教室 活動日 6月～月2回　第2・4土曜日（１7回）時間 9:30～ 12:00
種々の色・柄・形の小布をはぎ合わせて一つの面
を作る手芸は夢がいっぱい。つぎはぎ細工を楽し
みましょう。

場 所 新旭公民館 対象 18歳以上

年会費 1,500円 定員 15人

38
フラダンス教室 活動日 6月～月2回　第1・3月曜日（１6回）時間 19:30～ 21:00
年齢を問わずに長く続けられるので健康にもダイ
エットにも良いと注目の教室です。思った以上の
効果がありますよ。

場 所 新旭公民館 対象 18歳以上

年会費 1,500円 定員 25人

39
米粉パンとお菓子教室 活動日 6月～月1回　第1土曜日（10回） 時間 9:00～ 12:00
米粉のパン生地は、麦のパンに比べ低カロリーで
ヘルシーです。
健康を考えたおいしいパンをつくりましょう。

場 所 湖西中学校調理室 対象 18歳以上

年会費 1,000円 定員 20人

40
地歌筝曲教室 活動日 6月～月2回　第2・4水曜日（１7回）時間 19:00～ 22:00
和楽器を楽しみましょう。初心者でもすぐに弾く
ことができるようになります。お琴と三味線の教
室です。

場 所 新旭公民館 対象 小学生以上

年会費 1,500円（高校生以下500円） 定員 12人

41
茶道教室 活動日 6月～月2回　第2・4日曜日（１7回）時間 10:00～ 12:00
お点前の姿は実に無駄のない、美しい形です。人
前で恥ずかしくない行動が自然と出来るようにな
ります。

場 所 新旭公民館 対象 小学生以上

年会費 1,500円（高校生以下500円） 定員 10人

42
中国語教室 活動日 6月～月2回　第2･4土曜日（１6回） 時間 19:30～ 21:00

初心者の方に楽しんで学んでいただける教室です。
目標は講師と中国語で話すこと。

場 所 新旭公民館 対象 18歳以上

年会費 1,500円 定員 15人

キ リ ト リ

1 今　津
公民館

健康野菜づくり講座
開催日

6/16.30　9/1.15. 
10/6.20　11/5.17. 
12/1.15　（計10回）

時間 9:30～ 12:00

有用な微生物を使った、安心で安全な野菜の育て方に
ついて、土作り・種まきから始め、野菜の収穫まで実
践を通して、そのポイントを学んでいただきます。

場所 今津公民館

定員 18人

2 安曇川
公民館

平成尋常高等笑学校
開催日 6月～1月

時間 毎月第4金曜日午後～

人生前向きで、元気に集い、笑いながら楽しく学びま
しょう！
※18歳以上対象

場所 安曇川公民館ほか

定員 30人

3 安曇川
公民館

光輝大学
開催日 6月～1月

時間 毎月第３水曜日午後～

高齢とはいえ、生涯現役で、いつまでも元気に五感を
鍛えましょう！※高齢者講座

場所 安曇川公民館ほか

定員 30人

　公民館教室・講座申込書
教室・講座名 No                                                          教室 ・ 講座　

フリガナ
年　齢
（学年）ご氏名

ご住所
〒          ―

電話番号         

備　　考 申し込む教室の受講歴　（○をしてください）。　１　・　２　・　３　年目

　申 込 方 法
　教室・講座を開催する公民館等へ、各自直接申込書を提出または電話でお申し込みください。
　（ご本人ができない場合は家族も可） 
　なお、電話申込の場合は、必ず受付期間内に申込書を当該公民館等に提出してください。

　申込受付期間　５月11日（水）～５月18日（水）
　　　　　　　　　休館日を除く９時から17時まで

★申し込みに関する注意事項
・お申し込み順に受付し、定員になり次第申し込みを締め切ります。
　※受講年数に関係なく受付順となります。
・お申し込みは、各教室講座ともやむをえない場合を除き、すべて
の課程が受講できる方とします。
・年会費は、第１回目の開催時に納めてください。
　（返金は行いません。）
・ご記入いただいた個人情報は、公民館教室・講座受講に関するこ
と以外には使用しません。

【申　込　先】
マキノ土に学ぶ里研修センター
マキノ町蛭口260-1 f27－1131 月曜休館
今 津 公 民 館
今津町日置前149-1 f22－2249 月曜休館
朽 木 公 民 館
朽木市場792 f38－2324 月曜休館
安曇川公民館
安曇川町田中89 f32－0003 火曜休館
安曇川世代交流センター
安曇川町南船木249 f34－1320 月曜休館
高 島 公 民 館
勝野670 f36－0219 月曜休館
新 旭 公 民 館
新旭町北畑567 f25－8100 火曜休館

※今回は6月から開催の講座のご案内です。7月から開催の講座は6月号でお知らせします。
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5 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

今 津 図 書 館
f(22)3827 休 話 休 映 休 話 休

安曇川図書館
f(32)4711 話 休 休 話 休 休 休

マキノ図書館
f(27)0350 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

朽木図書サロン
f(38)2324 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休 話 休 休

新 旭 図 書 室
f(25)2811 休 休 休 話 休 休 話 休 休 話 休 休 休

高 島 図 書 室
f(36)2160 休 休 休 休 休 休 話 休 休 休 休

映 は一般映画会。話 はおはなし会です。時間や内容など詳しくは各図書館へお問い合わせください。

開館日カレンダー▼貸出延長や予約はこちらまでご連絡ください。

『［賛否両論］笠原将弘のごはんの友110』

『お風呂の達人』

『びわ湖百八霊場公式ガイドブック』

秋月達郎／著　（ＰＨＰ）

笠原将弘／著（主婦と生活社）

　宗教上でも、京都、奈良に
次いで神社仏閣が全域に創建
されている滋賀県。宗派に関
係なく選ばれた百八ケ寺。び
わ湖百八霊場では御

ご

朱
しゅ

印
いん

も用
意されています。どこからで
も廻れますが、詳しくはガイ
ドブックを見てください。

　温泉入浴指導員で睡眠改善
インストラクタ－が「正しい
お風呂」の入り方を大公開！ 
心身の疲労回復やメタボ解消
など、目的にあった入浴術を
学んで、健康な暮らしに役立
てましょう。

　切ってまぜるだけの超かん
たんなものから日本伝統の定
番料理までを幅広～く網羅し
た、ごはんを愛するだれもを
とりこにする一冊。毎日のご
はんが楽しく食欲もアップ！

　浅井長政の3姉妹の次女、
初の嫁いだ大津城主・京極高
次。軍略も軍才もない弱小の
男。しかし、男には戦国一の
「人望」があった。大津城が
舞台の歴史小説です。

石川泰弘／著（草思社）

木村至宏／監　びわ湖百八霊場会／協（淡交社）

新
着
・
新
刊
案
内
は
、
各
図
書
館
で
の
掲
示
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

今津図書館

◆かけはし「朗読会」
【日時】13日（金）14時～15時

◆エントランス展示
　「陶芸展」
【期間】1日（日）～31日（火）

『螢の城』

図書館利用者のオススメ
の一冊を、本の感想とあ
わせてご紹介します。

オススメの一冊私
の

　茶頭として秀吉に仕えた千利休の一生を
違う面からみて書かれた歴史小説である。
時の権力者秀吉に相対して、美を大切に
茶道に専念する利休にも若き日の恋があっ
た。高麗生まれのその女の美しさは、咲
き誇る花ではなく開く前の蕾

つぼみ

を感じさせる
毅
き ぜ ん

然とした中にあでやかで凜
りんれつ

冽な命を秘め
ていた。死んだ女の残した緑

りょくゆう

釉の香
こうごう

合を
一生懐に持ち続けた利休、秀吉にも譲らな
かったという。その傲慢さが許せなかった
秀吉は彼の力を信じながら理由をつけて切
腹を命じた。命乞いもせずにそれに応じた
利休、その時代背景もわかって面白い。第
140回の直木賞作品である。

（高島市勝野　八田キヨミさん）

山本兼一／著（ＰＨＰ研究所）

『利休にたずねよ』

（注釈）
毅然…意志が強くしっかりしていて、物事に動じないさま。
凜冽…寒気のきびしいさま。
緑釉…陶磁器のうわぐすりの一種。
香合…香を入れる小さな容器。

 5月4月23日（土）～5月12日（木）は、

「こどもの読書週間」

h社会教育課　f（32）4457

　読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、
創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけ
ていく上で欠くことのできないものです。
　しかし、現在では、テレビやインターネットなどの様々な情
報メディアの発達・普及や子どもの生活環境の変化、さらには、
幼児期からの読書習慣が身についていないことなどにより、子
どもの「読書離れ」が指摘されています。
　高島市では、「子ども読書活動推進計画」を策定し、すべての
子どもがあらゆる機会・場所で、自主的に読書活動を行うこと
ができるよう、市内図書館、 各小中学校、幼稚園、保育園、行
政および民間団体等が連携して取り組みを一層充実させること
を目指しています。

子ども読書活動推進計画

読書冊数の推移

　4月23日（土）から5月12日（木）は、「こどもの読書週間」です。市内図書館、学
校等では、子ども読書の取り組みをより一層推進します。
　家庭でも、親子で絵本を楽しんだり、図書館へ出かける機会を持ちましょう。

読書ってめっちゃ

楽しい！

　子どもの年齢が上がるにつれて、
読書離れが懸念されています。
　小・中学生では、読書の習慣が十
分身についていないため、年齢が進
むとともに読書離れが目立ちます。
　子どもたちが、読書の習慣を形成
するために、それぞれの年齢にふさ
わしい読書環境を整備することが、
望まれています。

1か月に1冊も本を読まなかった
児童・生徒の割合（％）

児童・生徒の
1か月平均読書冊数（冊）

（ ）平成22年5月
高島市内小中学校読書活動調査より
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広
告

募
集

あなたのお店や事業の広告を出しませんか？
広報誌

ホームページ

■７月１日号締切　５月25日（水）
■掲載料　10,000円/１枠（１か月１発行号限り）

■７月掲載分締切　６月10日（金）
■掲載料　１か月10,000円

郵便またはEメールで、投稿者氏名・住所・連絡先を書き添
えて投稿してください。作品は未発表のもので、応募は一人
１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

（企画広報課）次回締切　5月31日（掲載は7月１日号です。）

★応募数が多い場合は選考をさせていただきます。（50作品まで）

買
い
物
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よ
り
も
会
話
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長
く
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踏
ま
れ
て
も　

冬
た
ん
ぽ
ぽ
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低
く
咲
く
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真
白
き
世
界
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窓
辺
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て

腰
痛
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て
雪
か
き　

寒
い
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雪
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ぐ
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ぶ
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わ
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積
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笑
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・
今
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今
在
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在
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山
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北
船
木
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松
山
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今
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今
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田
登
志
子
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安
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南
船
木
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松
本
せ
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（
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海
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・
高
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）

川
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昭
子
（
高
・
畑
）
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枝
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今
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梅
原
）

藤
森
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朽
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ね
（
高
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拝
戸
）

浅
井
き
ぬ
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（
高
・
武
曽
横
山
）

伊
吹　

忠
義
（
マ
・
中
庄
）

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

高
岡
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じ
江
（
マ
・
小
荒
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）

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

次号から、１か月ごと
の掲載に変更します。
４月末締切分にいただ
いた作品については６
月1日号に掲載します。

平成23年３月末現在

●人　口

男
女　

●世帯数

・前 月 人 口
・前年同月人口

の動き（人口と世帯）

氏　名 性別 生年月日 ところ
  マ　キ　ノ
瀧
た き ぐ ち

口 雄
ゆうきょう

卿 男 3月 3日 知 内

上
う え ま つ

松 　 漣
れん
男 3 月 7日 高木浜

  今　　　津
二
に し げ

重 優
ゆ う や

也 男 3月14日 今 津

古
ふ る た に

谷 奏
か な た

多 男 3月17日 弘 川

山
や ま だ

田 桜
お う き

生 男 3月23日 今 津

  新　　　旭
川
か わ ぐ ち

口 琴
こ と み

未 女 2月24日 旭

西
に し か わ

川　茉
ま り さ

莉紗 女 2月26日 太 田

平
ひ ら も と

本 晴
は る と

人 男 2月28日 饗 庭

お誕生おめでとう！（出生）
氏　名 性別 生年月日 ところ

一
い ち い

井 梨
り 　 な

那 女 3月 8日 藁 園

田
た な か

中 凜
り お ん

音 女 3月 8日 北 畑

大
お お に し

西 紗
さ 　 ら

羅 女 3月 9日 饗 庭

原
はら

　　　しのん 女 3月 9日 安井川

立
た つ お か

岡 　 男 3月12日 太 田

北
き た む ら

村 　 男 3月13日 藁 園

奥
お く の

野 凌
り

生
お
男 3月15日 旭

  安　曇　川
上
う え は ら

原 遙
は る と

斗 男 2月21日 西万木

岡
お か も と

本 悠
ゆ う せ い

誠 男 3月 4日 中 野

提
だ い な か

中　結
ゆ う な

羽菜 女 3月15日 中 央

氏　名 性別 生年月日 ところ

志
し む ら

村 彩
い ろ は

葉 女 3月15日 上小川

志
し む ら

村 　 女 3月15日 上小川

上
う え は ら

原 叶
か な み

望 女 3月18日 西万木

中
な か の

野　倫
りんたろう

太朗 男 3月23日 田 中

石
い し ぐ ろ

黒 陽
は る か

楓 女 3月24日 下古賀

  高　　　島
横
よ こ た

田 壮
そ う す け

祐 男 2月23日 武曽横山

北
き た さ か

阪 桃
も も か

花 女 3月12日 永 田

山
や ま だ

田　そよぎ 女 3月14日 勝 野

水
み ず の

野 翔
し ょ う ま

真 男 3月24日 城山台

謹んでお悔やみ申し上げます（死亡）
氏　名 性別 年齢 ところ

  マ　キ　ノ
射
い

庭
ば

　 男 44 小荒路

伊
い ぶ き

吹 一
い ち ろ う

良 男 86 中 庄

伊
い ぶ き

吹 し ま 女 86 中 庄

馬
う ま の

野　 ミサヲ 女 95 海 津

里
さ と だ

田　 しな子
こ

女 87 上開田

中
な か が わ

川 市
い ち お

夫 男 73 知 内

中
な か が わ

川 ミ キ 女 101 知 内

　 正
ま さ と も

友 男 90 蛭 口

安
や す い

井 宗
そ う い ち

一 男 94 海 津

  今　　　津
井
い の う え

上 増
ま す み

美 男 69 下弘部

井
い の う え

上  ヤス子
こ

女 89 藺 生

圓
え ん ぐ ち

口 藤
ふ じ つ ぐ

嗣 男 71 椋 川

大
お お む ら

村 た み 女 91 桂

桂
か つ ら だ

田 し づ 女 89 福 岡

人

平成23年3月6日から平成23年4月5日までの届出分（敬称略）

本ページの掲載情報は、個人情報保護の観点から許可をいただいた方のみ掲載しています。

- - - 53,750人（-109）
- - - - - - - - - - - - - 53,641人

項　目 期　別 納期限
固 定 資 産 税　 全期前納・第1期

5月31日国民健康保険税（普通徴収） 第2期
介 護 保 険 料（普通徴収） 第2期

氏　名 性別 年齢 ところ

北
き た が わ

川 宗
も と し

司 男 75 桜 町

北
き た む ら

村 武
た け お

夫 男 80 今 津

澤
さ わ い

井 　 男 83 角 川

谷
た に む ら

村 英
ひ で や

也 男 42 浜 分

山
や ま か わ

川　 喜
き み え

美江 女 73 弘 川

𠮷
よ し い

井　 二
ふ み こ

三子 女 84 椋 川

  新　　　旭
桒
く わ は ら

原 は な 女 86 熊野本

桒
く わ は ら

原 隆
り ゅ う じ

次 男 93 旭

清
し み ず

水 光
み つ こ

子 女 74 太 田

清
し み ず

水 怜
れ い ぞ う

藏 男 87 太 田

多
た
胡
ご
秀
ひ で ぞ う

三 男 87 新 庄

冨
と み た

田 久
ひ さ え

枝 女 91 饗 庭

西
に し む ら

村 久
ひ さ え

枝 女 60 太 田

古
ふ る か わ

川  伊
いい ち ろ う

一郎 男 85 安井川

松
ま つ い

井  キヌヱ 女 94 針 江

氏　名 性別 年齢 ところ

松
ま つ だ

田　美
み ち こ

智子 女 91 安井川

森
も り た

田 良
よ し お

男 男 93 旭

山
や ま か わ

川 さ つ 女 86 熊野本

  安　曇　川
熊
く ま が い

谷　常
つねたろう

太郎 男 78 田 中

西
に し か わ

川 い と 女 90 青 柳

檜
ひ が き

垣 奎
け い す け

輔 男 83 南船木

東
ひがしむら

村 あ い 女 85 下古賀

平
ひ ら い

井 こ う 女 78 上古賀

前
ま え だ

田 悦
え つ こ

子 女 84 西万木

  高　　　島
大
お お つ か

塚 源
げ ん や

弥 男 89 鹿ヶ瀬

中
な か え

江 千
ち

代
よ

女 89 音 羽

万
ゆ る ぎ

木  ヨシヲ 女 69 武曽横山

  朽　　　木
津
つ

田
だ

節
せ つ こ

子 女 60 朽木荒川

たかしま
　  の
人の動き

▼窓口延長業務（午後８時まで）を行っています。
市役所本庁・朽木支所 マキノ支所 安曇川支所
高島支所 今津支所

月

納付のお知らせ5月 ■納期限までに納めましょう。納期限までに
納付されない場合は、督促手数料や延滞
金が加算されることになります。

■口座振替の方は預貯金残高の確認をお願い
します。

税・介護保険料・後期高齢者医療保険料

火 水
木 金

- - - 54,142人（-501）
- - - - - - - - - - - - - 26,119人
- - - - - - - - - - - - - 27,522人
- - - - - - - - - - - - - 19,785世帯

窓口だより

清
きよし

浩
ひろし

林
はやし

菫
すみれ

亘
わたる
樹
いつき

R 村 久 枝

n
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高
島
市
の
南
、
ひ
と
き
わ
美
し
い

嶽だ
け
さ
ん山
が
、
四
季
の
移
ろ
う
癒
し
の
空
間

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
嶽
山
の
里

山
に
位
置
す
る
音
羽
集
落
内
に
は
近
江

西
国
七
番
札
所　

白
蓮
山
長
谷
寺
が

あ
り
ま
す
。
ご
本
尊
は
秘ひ
ぶ
つ仏
の
十
一
面

観
音
立り
ゅ
う
ぞ
う
像
、
両り
ょ
う
わ
き
じ

脇
侍
に
は
龍
王
立り
ゅ
う
ぞ
う
像
・

雨う
ほ
う宝
童
子
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

奈
良
時
代
、
三
尾
山
（
嶽
山
）
に
は

麗
し
の

　

  
嶽だ

け

さ

ん山
約
30
メ
ー
ト
ル
の
楠
く
す
の
きが

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
木
は
常
に
光
を
放
ち
白び
ゃ
く
れ
ん
げ

蓮
華
（
白

い
蓮
の
花
）の
よ
う
で
し
た
。
あ
る
時
、

野
火
に
焼
か
れ
た
楠
が
琵
琶
湖
上
に
流

れ
出
て
、
大
津
浦
に
漂
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
養
老
４
年
（
７
２
０
年
）
大
和
の

国
、
泊は
せ
や
ま

瀬
山
に
住
ん
で
い
た
徳
と
く
ど
う
し
ょ
う
に
ん

道
上
人

が
こ
の
楠
の
霊
木
を
用
い
て
、
十
一
面

観
音
菩
薩
像
を
造
る
よ
う
発
願
し
神
亀

４
年
（
７
２
７
年
）
に
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
霊
木
か
ら
は
、
讃
岐
国
志し

ど

じ
度
寺
の

ご
本
尊
も
造
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本も
と

木ぎ

（
木
の
根
元
の
部
分
）
か
ら
は
近
江

国
長
谷
寺
の
ご
本
尊
が
造
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
、
各
寺
に
本
木
伝
承
が
今
も

脈
々
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

観
音
菩
薩
信
仰
は
、
我
々
民
衆
の
苦

行
を
救
済
す
る
た
め
に
現
世
に
現
れ
た

仏
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
て
い
ま

す
。

　

近
江
国
長
谷
寺
信
仰
は
、
嶽
山
の
千

日
詣
と
し
て
毎
年
７
月
９
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
昔
、
嶽
の
観
音
は
農

耕
の
馬
や
牛
の
守
護
と
し
て
信
仰
を
集

め
、
朽
木
の
人
々
は
、
明
け
方
か
ら
家

を
出
て
徒
歩
で
入に
ゅ
う
だ
に

部
谷
を
越
え
、
武
曽

集
落
に
出
て
そ
こ
か
ら
拝
戸
、
音
羽
へ

と
向
か
い
、
嶽
山
の
観
音
堂
へ
と
歩
み

を
進
め
た
そ
う
で
す
。
ま
さ
に
民
衆
信

仰
の
道
そ
の
も
の
と
言
え
そ
う
な
光
景

で
す
。

　

音
羽
集
落
東
手
の
小
田
川
か
ら
嶽
山

観
音
堂
を
目
指
し
て
上
り
始
め
る
と
、

丁ち
ょ
う
せ
き
石
（
道
標
）
が
あ
り
、
参
道
の
各
所

に
は
神か
ぐ
ら
い
し

楽
石
・
亀
ヶ
岩
・
賽さ
い

の
河
原

（
冥
土
の
三
途
の
河
原
）・
白
坂
・
弁
慶

の
切
石
な
ど
の
奇
岩
類
が
散
り
ば
め
ら

れ
休
息
の
ひ
と
と
き
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
中
腹
に
は
目
指
す
観
音
堂
が
設
け

ら
れ
、
参
詣
者
は
こ
こ
で
朝
早
く
か
ら

ご
祈
祷
を
受
け
ま
し
た
。
観
音
堂
か
ら

更
に
尾
根
を
歩
き
続
け
る
と
、
嶽
山
の

頂
上
に
到
達
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
石せ
っ
く
つ窟

（
い
わ
や
）
が
造
ら
れ
て
そ
の
中
に
立

派
な
石
造
の
舟
形
光こ
う
は
い背
（
仏
像
の
背
後

に
つ
け
る
光
明
を
あ
ら
わ
す
も
の
）
に

長
谷
寺
の
ご
本
尊
で
あ
る
十
一
面
観
音

立
像
が
見
事
に
丸
彫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
頂
か
ら
は
高
島
平
野
や
、
遠
く
江こ
う

若じ
ゃ
く国
境
の
山
並
み
ま
で
見
渡
せ
る
位
置

に
あ
り
ま
す
。
信
仰
の
山
に
ふ
さ
わ
し

い
た
た
ず
ま
い
で
す
。

　

平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）、
嶽
山

の
中
腹
に
あ
っ
た
観
音
堂
は
、
里
山
の

大お
お
い炊
神
社
東
側
に
う
つ
さ
れ
、
新
た
に

観
音
堂
・
薬
師
堂
・
太
子
堂
が
一
つ
の

お
堂
に
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

琵
琶
湖
畔
の
景
勝
地
、
萩
の
浜
か
ら

望
む
嶽
山
の
形
は
、
美
し
い
円
錐
形
を

し
て
お
り
、
見
る
者
を
い
つ
し
か
悠
久

の
時
に
誘
い
そ
う
で
す
。
私
た
ち
は
、

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
景
観
の
中
で

生
活
し
て
い
る
こ
と
の
喜
び
を
、
実
感

す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

（
資
料
館
）

　東日本の被災地への支援物資にたく
さんのご協力をいただきありがとうご
ざいました。思いのこもった大切な支
援物資は、4月7日（木）に、高島商人
進出の地として交流のある岩手県宮古
市と岩手県へ、当市職員が直接お届け

しました。現
地の方は喜ば
れたことと思
います。
(広報担当S)




